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(
)

(
)

(
)

紀
伊

紀
伊

熊
野

主
と
し
て
續
風
土
記
に
よ
り
こ
れ
に
名
所
圖
會
、
御
幸
記
、
熊
野
遊
記

等
を
配
し
た
る
も
の
。

三
十
年
前
の
原
稿
を
整
理
し
た
も
の
で
、
何
等
新
味
を
求
め
た
も
の
で
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ

日
高
郡
誌
及
び
續
風
土
記
等
は
大
部
な
も
の
で
あ
る
上
に
、
今
や
殆
ん
ど
手
に
入
り
難

く
、
極
め
て
初
歩
な
こ
の
種
の
郷
土
誌
常
識
を
得
た
い
人
に
は
、
無
意
味
で
も
な
か
ら
う
と
こ

ん
な
も
の
に
刷
り
ま
し
た
。

誤
な
か
ら
む
が
為
め
に
、
郡
史
の
權
威
森
彦
太
郎
氏
の
御
補
正
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

筆
記
の
煩
は
し
さ
か
ら
、
詳
を
主
と
せ
ず
し
て
省
を
主
と
し
ま
し
た
。

。

氣
づ
い
た
点
も
細
か
い
自
分
の
氣
に
を
ま
ぬ
の
は
す
て
、
又
俳
句
・
漢
詩
は
す
て
ま
し
た
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日

高

郡

和
名
抄
に
曰
ふ

紀
伊
國

註
畧

管
七

(
)

伊
都

那
賀

名
草

海
部

在
田

日
髙

比
太
加

牟
婁

(
)

日
髙
の
郡

(
)

財
部

清
水

内
厚

石
淵

南
部

餘
戸

板
本
に
全
戸
あ
り
余
戸
の
誤
寫
か

イ
ハ
ブ
チ

○

○

紀
伊
名
所
圖
會
に
い
ふ

内
厚
は
内
原
の
誤
り
な
る
べ
し

○

○

古
は
六
郷
な
り
し
が
郷
名
の
癈
せ
し
後
は
十
八
莊
と
な
る

○

續
日
本
紀
に
曰
ふ

大
宝
三
年
五
月

紀
伊
國
奈
加
、
名
草
二
郡
を
し
て
布
調
を
停
め
て
糸
を
献
せ
し
む
。
但
し
阿
提
、
飯
高
、
牟

(

七

〇

三

年

)

あ

で

○

○

婁
三
郡
は
銀
を
献
ず
る
な
り

云
々

但
し

こ
れ
よ
り
以
前
日
本
書
紀
神
功
皇
后
の
條
に
既
に
『
太
子
に
日
髙
に
會
す
』
と
記
載
さ
れ
居
れ
ば
、
飯
高
の

称
は
伊
勢
に
あ
り
し
飯
高
郡
の
混
用
に
あ
ら
ざ
る
か
。
尚
同
じ
頃
氷
高
と
記
さ
れ
た
る
こ
と
も
あ
り

續
日
本
紀

(

)

天
平
宝
字
八
年
の
條

(

七

五

五

年

)

注
意
す
べ
き
は
當
時
の
元
正
天
皇
の
御
講

氷
高
或
は
飯
高
と
称
せ
ら
れ
し
こ
と
な
り
。

(

七
一
五
～
七
二
四
年)

○

(
)

紀
路
歌
枕
と
い
ふ
書
に
『
紀
伊
七
郡
を
よ
め
る
』

和
泉
式
部
と
し
て
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(
)(

)
(

)
(

)(
)

(
)

(
)

伊
都

那
賀

名
草

海
部

在

田

日
髙

牟
婁

ア

マ

い
と
長
く

世
は
慰
み
の
餘
り
あ
り

絶
え
ず
日
髙
の

室
に
す
ま
ば
や

と
あ
り
。
紀
伊
續
風
土
記
に
は

い
と
長
き
世
は
慰
ま
ず

あ
ま
り
あ
り

云
々

作
者
は

仲
文
と
せ
り

○

○

○

○

○

人
國
記
に
紀
伊
國
の
氣
風
を
し
る
し
て
日
高
郡
に
及
ぶ

曰
く
【

人
國
記
は
北
条
時
頼
の
書
と
傳
へ
ら
る
れ
ど

古

(

く
よ
り
異
説
あ
る
は
人
の
知
る
と
こ
ろ

】

)

紀

伊

當
國
の
風
俗
は
不
健
氣
第
一
に
し
て
陽
氣
甚
賤
し
く
上
は
下
を
貪
り
下
は
上
を
侮
り
法
令
を
用
ゐ
ず

就
中
牟

婁

日
髙
郡

有
田
郡
は
我
慢
な
り

意
地
強
く
立
つ
る
か
と
思
へ
ば
又
弱
く
し
て

詰
ま
る
と
こ
ろ
の
奥
意
極

ら
ず

譬
へ
ば
昨
日
敵
と
な
り
し
人
に
も
今
日
は
從
ひ

又
先
に
異
変
あ
れ
ば
己
れ
一
分
の
一
揆
を
企
つ
る
の

類
あ
り

此
故
に
や
郷
々
に
名
主
・
庄
司
と
號
し
て
一
分
に
主
君
を
立
つ

治
承
の
乱
の
時
分
よ
り
を
聞
傳
ふ

(

一

一

八

〇

年

)

る
に

誠
に
こ
の
風
思
ひ
當
れ
り

伊
都
、
名
草
、
那
賀
海
部
郡
の
人
は
南
部
よ
り
は
氣
柔
か
な
り

然
れ
ど

も
差
か
か
り
た
る
意
地
の
み
に
て

是
も
詰
り
た
る
心
底
聊
も
な
し

又
悪
を
知
り
て
そ
れ
に
從
ふ
程
の
意
は

な
け
れ
ど
も

慾
の
深
き
こ
と
日
本
に
双
ぶ
國
あ
る
ま
じ

只
利
を
面
前
に
あ
ら
は
し
實
義
露
も
な
し

両

伊
、
両
丹
、
石
州
五
ヶ
國
に
比
す
れ
ば
意
地
強
し

○

文
學
博
士
喜
田
貞
吉
氏
曰
く

往
古

ヒ
ダ
カ

或
は

ヒ
ダ

と
稱
す
る
地
は
皆
大
和
民
族
以
外
の
異
民
族
の
居
住
せ
し
と
こ
ろ
な
り
。
往
昔
は
異

(
)

(
)

民
族
を
さ
し
て

ヒ
ダ

或
は
ヒ
ナ

夷

と
い
ふ
。
ダ
と
ナ
は
通
音
な
れ
ば
同
語
な
り
。
ヒ
ダ
カ
即
ち
ヒ
ナ
カ
な

(
)

(
)

○

○

(
(

)(
)(

)
)

り
。
夷
の
居
り
し
と
こ
な
り
。
と

カ
は
所
を
現
は
す
古
語
な
り

住
み
か

在
り
か

山
が

等
の
如
し

○

松
岡
靜
雄
氏
も
同
様
の
意
見
に
て

ヒ
タ
族

の
住
所
を
意
味
す
と
云
は
れ
居
る
由
な
り

『
日
髙
く
天
の
ま
ほ
に
い
ま

(
)

。

し
て
云
々
』
と
い
ふ
續
風
土
記
の
解
釋
は
漢
字
に
拘
泥
せ
る
な
る
べ
し
。
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○

古
事
記
に
廣
袤

東
西
十
八
里

南
北
十
里
と
あ
り
。

(
)

【
熊
野
御
幸
記
所
出
王
子
名

京
阪
ヨ
リ
順
々
に
し
る
せ
る
程
な
り

坂
口
王
子

コ
ウ
ト
王
子

阿
部
野
王
子

境
王
子

大
鳥
居
王
子

篠
田
王
子

平
松
王
子

井
口
王
子

池
田
王
子

淺
宇
河
王
子

鞍
持
王
子

胡
木
新
王
子

サ
野
王
子

籾
井
王
子

厩
戸
王
子

信
達
一
之
瀬
王
子

地
蔵
寺
王
子

ウ
ハ
目
王
子

中
山
王
子

山
口
王
子

川
辺
王
子

中
村
王
子

ナ
ク
チ
王
子

和
佐
王
子

平
緒
王
子

サ
王
子

松
阪
王
子

松
代
王
子

菩
提
房
王
子

祓
戸
王
子

(
)

イ
本
ナ
シ

藤
白
五
躰
王
子

塔
下
王
子

橘
下
王
子

ト
コ
ロ
王
子

一
壷
王
子

カ
フ
ウ
サ
カ
下
王
子

山
口
王
子

イ
ト
カ
ハ
王
子

サ
カ
サ
マ
王
子

(

カ

ブ

ラ

サ

カ

な

ら

む

)

井
関
王
子

ツ
ノ
セ
王
子

沓
カ
ケ
王
子

内
ノ
ハ
タ
王
子

田
藤
次
王
子

愛
徳
山
王
子

ク
ワ
マ
王
子

イ
ハ
ウ
チ
王
子

塩
屋
王
子

ウ
ヘ
野
王
子

ツ
イ
ノ
王
子

イ
カ
ル
王
子

日
高
郡
内

切
部
王
子

中
山
王
子

磐
代
王
子

千
里
王
子

三
鍋
王
子

ハ
ヤ
王
子

秋
津
王
子

丸
王
子

ミ
ス
山
王
子

ヤ
カ
ミ
王
子

稲
葉
根
王
子

一
瀬
王
子

ア
イ
カ
王
子

重
照
王
子

大
阪
本
王
子

(
)

近
露
王
子

湯
川
王
子

猪
鼻
王
子

發
心
門
王
子

二
ツ
ア
リ

尚

本
宮
参
拝
以
後
の
記
事
に

此
道
又
王
子
数
多
御
座
云
々

と
あ
り
】

(
)

衣

奈

え

な
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吉
田
東
俉
氏
の
地
名
辞
書
に
い
ふ

應
神
天
皇
尚
孩
提
に
ま
し
ま
す
時
武
内
宿
禰
抱
き
奉
り
、
南
海
を
横
絶
し
て
着
船
し
た
ま
へ
る
日
髙
行
宮
の
旧

跡
と
す
。
衣
奈
は
胞
衣
の
義
に
や
、
筑
前
國
に
宇
瀰
八
幡
宮
あ
り
江
奈
八
幡
宮
と
對
比
す
べ
し
。

エ

ナ

ウ

ミ

尚
日
高
郡
に
て
は
胞
紐

後
産
の
臍
の
緒

を

ヤ
ナ

と
い
ふ
。
通
音
也

(
)

(
)

神
功
皇
后
の
御
着
船
地
は
大
引
に
し
て
、
そ
れ
よ
り
衣
奈
に
到
ら
れ
し
が
如
し

○

○○

衣
奈
八
幡
宮
は
應
神
天
皇

筑
紫
よ
り
南
海
土
佐
沖
を
經
て
紀
伊
に
入
り
給
へ
る
時
の
御
着
船
地
な
り
。
所
謂
日
髙

行
宮
即
ち
是
な
り
。

日
本
書
紀
に
い
ふ

皇
后

忍
熊
王
師
を
起
し
て
以
て
之
を
待
を
聞
し
食
し

武
内
宿
禰
皇
子
を
懐
き
横
さ
ま
に
南
海
を
出
で
紀
伊
の

水
門
に
泊
る

云
々
。

而
し
て
其
時
大
引
に
岩
守
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
和
布
を
奉
り
て
饗
し
ま
つ
る
。
こ
れ
に
と
み
と
云
ふ
姓
を
賜
ひ
て
子

○

○

孫
に
こ
の
地
の
下
司
職
を
た
ま
ふ
。

茲
に
藏
す
る
八
幡
宮
縁
起
一
筐
は
、
應
永
九
年

紀
元
二
千
六
十
二
年

右
大
臣
藤
原
長
親
の
書
せ
る
も
の
に
し
て
、

(
)

(

一

四

〇

二

年

)
(

花

山

院

明

魏

)

明
暦
二
年
七
月
勅
命
に
よ
り
て
起
稿
す
る
い
と
い
ふ
。

(

一

六

五

六

年

)

(
)

春
山
の
花
を
折
り
て
も
か
へ
る
か
な

釣
り
の
い
と
ま
や
衣
奈
の
浦
人

神
野
易
興

白

崎
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野
呂
隆
訓
の
松
盧
遺
稿

紀
伊
名
所
圖
會
等
に
も
出
で
た
り
。
當
時
猿
の
棲
息
せ
し
が
如
し
。

(
)

白
崎
は
さ
き
く
あ
り
ま
て
大
船
に
ま
か
ぢ
し
じ
ぬ
き
又
か
へ
り
み
む

萬

葉

集

○

附
近
の
あ
し
か
島
は
以
前
海
獺
群
集
し
た
り
し
が
今
は
絶
え
た
り
。
秋
の
土
用
よ
り
春
の
土
用
ま
で
こ
の
島
に
居

○

○

○

り
、
官
命
の
外
は
捉
ふ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。
明
治
の
初
年
に
は
尚
多
数
棲
息
せ
し
よ
し
な
り
。

(

一

八

六

七

年

)

(
)

あ
し
か
寄
る
由
良
の
あ
り
そ
の
汐
風
に
岩
も
と
ゆ
す
る
浪
の
立
つ
見
ゆ

橘

平
之

(

花

)

(
)

に
は
を
よ
み
霞
を
い
そ
わ
に
立
つ
浪
は
あ
し
か
の
遊
ぶ
と
こ
ろ
な
り
け
り

神
野
易
興

(
)

か
げ
ろ
ふ
や

あ
し
か
の
眠
る

岩
の
鼻

楽

叙

由

良

武
家
時
代
莊
園
の
盛
な
り
し
頃
こ
の
地
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
后

修
明
門
院
の
御
領
た
り
し
こ
と
あ
り
。
又
東
鑑
に

文
治
二
年
八
月
二
十
三
日

紀
一
八
四
六

蓮
華
王
院
領
紀
伊
國
由
良
の
庄
に
於
て
云
々
』
の
記
事
あ
り

(
)

(

一

一

八

六

年

)

【
本
宮
参
拜
以
後
の
記
事
に

此
道
又
王
子
數
多
御
座

云
々

と
あ
り
】

將
軍
記
に
明
徳
三
年
二
月

紀
二
〇
五
二

山
名
義
理
等
六
十
三
人
此
に
至
り
興
国
寺
に
至
り
て
出
家
離
散
す
云
々

(
)

(

一

三

九

二

年

)

山
名
義
理
初
め
紀
伊
國
守
護
と
し
て
藤
白
に
居
る
。
元

中

の

末
其
一
族

満
幸
と
共
に
反
す
。
將
軍
足
利
義
満
、

(

一
三
八
四
～
一
三
九
二
年)

大
内
義
弘
を
し
て
之
を
討
た
し
む
。
義
理
一
族
と
共
に
由
良
に
の
が
れ
興
国
寺
に
入
り
出
家
離
散
す
。

○

源
實
朝
夢
に
前
生
は
宋
の
温
州
雁
蕩
山
に
因
あ
り
て
、
こ
の
故
に
日
本
の
將
軍
と
な
り
得
た
り
と
見
し
を
以
て
、
近

臣
葛
山
五
郎
景
倫
を
し
て
入
宋
し
て
雁
蕩
山
の
圖
を
寫
さ
し
め
む
と
せ
し
が
、
果
さ
ざ
る
中
に
殺
逆
に
あ
へ
り
。
五

郎

法
名
願
性
と
い
ふ

悲
し
み
て
髙
野
に
登
り
實
朝
を
弔
ふ
。
二
位
尼
政
子
之
を
あ
は
れ
み
由
良
地
頭
職
を
授
く
。

(
)

承
久
三
年

紀
一
八
八
一

始
め
て
こ
の
地
に
來
り
、
安
貞
元
年

紀
一
八
八
七

茲
に
西
方
寺
を
創
む
。
後
人
よ
り
實

(
)

(
)

(

一

二

二

一

年

)
(

一

二

二

七

年

)
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朝
の
遺
骨
を
得
て
、
こ
れ
を
埋
め
寺
中
に
石
塔
を
建
つ
。
然
る
に
當
時
僧
覺
心
入
宋
の
志
あ
る
を
聞
き
、
こ
れ
に
實

朝
の
分
骨
を
托
し
て
、
か
の
山
に
納
め
む
こ
と
を
請
ふ
。
覺
心
諾
し
て
寶
治
三
年

紀
一
九
〇
九

國
を
發
し
て
入

(
)

(

一

二

四

九

年

)

宋
、
歸
朝
す
る
や
願
性
開
山
住
持
と
し
て
西
方
寺
に
請
す
。

西
方
寺
は
眞
言
宗
な
り
し
が
、
後
襌
宗
に
革
め
た
り
。

(

)

興
國
元
年
後
村
上
天
皇
よ
り
更
に
興
國
寺
の
號
を
賜
る

(
一

三

四

〇

年

)

○

覺
心
は
信
濃
の
人
な
り
。
姓
は
常
澄
氏
。
宝

治

年

間
宋
に
入
り
、
源
實
朝
の
遺
骨
を
經
山
に
葬
り
止
ま
る
こ
と
六

(

一
二
四
七
～
一
二
四
九
年)

キ
ン
ザ
ン

年
、
無
門
和
尚

一
に
い
ふ
佛
眼

に
襌
意
を
と
ひ
、
歸
朝
し
て
髙
野
山
襌
定
院
に
入
り
首
座
と
な
る
。
次
で
願
性
創

(
)

シ

ユ

ソ

立
の
由
良
西
方
寺
に
入
り
、
そ
の
後
亀
山
天
皇
の
追
證
を
賜
は
り
て
法
燈
國
師
と
称
せ
ら
る
。
後
更
に
法
燈
円
明
國

師
の
號
を
後
醍
醐
帝
よ
り
賜
は
る
。
所
謂
經
山
寺
味
噌
は
彼
の
も
た
ら
す
と
こ
ろ
に
し
て
、
廣
村
の
某
こ
れ
を
傳

キ
ン
ザ
ン

へ
、
更
に
こ
の
味
噌
の
タ
レ
よ
り
思
ひ
つ
き
て
、
茲
に
醤
油
を
創
製
し
、
所
謂
湯
淺
醤
油
こ
こ
に
お
こ
り
て
、
日
本

の
元
祖
と
な
れ
り
と
傳
へ
ら
る
。

覺
心
宋
に
あ
る
時
、
普
化
襌
師
十
六
世
の
孫
張
參
に
虚
鐸

尺
八

一
曲
を
授
か
り
、
歸
り
て
弟
子
寄
竹
に
傳
ふ
。
寄

(
)

○

○

竹
後
こ
れ
を
吹
き
て
諸
國
行
脚
を
な
し
、
普
化
宗
こ
こ
に
起
る
と
い
ふ
。

(
)

張
參

或
は
い
ふ
張
盡
、
或
は
い
ふ
張
雄
、
も
し
張
雄
と
す
れ
ば
無
門
和
尚
の
こ
と
な
り
と

興
國
寺
は
戰
國
の
乱
に
荒
廢
せ
し
が
、
慶
長
中
淺
野
氏
僧
天
寂
に
命
じ
て
之
を
修
復
し
、
靈
光
又
輝
け
り
。

(

一
六
〇
〇
～
一
六
一
四
年)

○

(
)

撰
集
抄
に
い
ふ

西
行
法
師
の
著
と
傳
へ
ら
れ
居
れ
ど
異
説
あ
り

【
西
道
法
師
の
こ
と
】

過
ぎ
に
し
頃
紀
伊
國
由
良
の
岬
を
す
ぎ
は
べ
り
し
に
、
渚
近
く
釣
船
漕
ぎ
よ
せ
て
四
十
に
か
た
ぶ
き
五
十
斗
り

よ

そ

ぢ

い

そ

ぢ

に
え
侍
る
男
の
舟
の
内
に
泣
き
ゐ
た
る
侍
り
。
何
な
る
態
を
愁
ふ
ら
む
と
哀
れ
に
お
ぼ
え
て
深
く
水
に
お
り
立

い
か

わ
ざ

ち
船
ば
た
に
と
り
つ
い
て
、
い
か
に
何
を
嘆
く
ら
む
と
い
ふ
に

此
の
男
泣
く
な
く
聞
ゆ
る
様
、
是
は
釣

す
る

も
の
に
侍
り
、
只
今
こ
の
浦
に
て
殊
に
大
き
な
る
亀
の
釣
ら
れ
て
侍
り
つ
る
を

殺
さ
ん
と
し
は
べ
り
つ
る
に

亀
左
右
の
眼
よ
り
紅
の
涙
を
な
が
し
て
嘆
く
か
た
ち
の
見
え
侍
り
つ
れ
ば
、
あ
ま
り
に
悲
み
て
ゆ
る
し
て
本
の
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所
に
は
な
た
む
と
し
侍
り
つ
る
。
こ
の
つ
れ
の
釣
人
刀
に
て
目
を
つ
き
て
は
べ
り
つ
れ
ば
、
く
る
め
き
迷
ひ
つ

つ
り
う
ど

る
が

餘
に
身
に
し
み
て
悲
し
く
覺
え
は
べ
る
と
て
、
舟
よ
り
と
び
お
り
て
濱
に
あ
が
り
て

願
は
く
は
頭
お

ろ
し
て
え
さ
せ
よ
と
云
ふ
を
、
い
か
が
と
た
め
ら
ひ
侍
り
し
か
ど
も
、
げ
に
思
ひ
と
り
て
見
え
侍
り
し
か
ば

か
み
を
そ
り
て
侍
り
き
。
さ
て
我
に
伴
ふ
べ
し
と
て
そ
れ
よ
り
具
足
し
て

髙
野
粉
河
ま
は
り
あ
り
き
て
、
つ

ひ
に
都
に
の
ぼ
り
て
西
仙
聖
人
の
庵
に
引
き
つ
け
、
發
心
の
因
縁
な
ど
語
り
奉
り
侍
り
し
か
ば
哀
れ
な
る
事
か

ガ

な
。

【
境
は
南
西
に
か
は
る
と
い
へ
ど
も

か
れ
も
釣
人
、
我
れ
等
も
つ
り
う
ど
な
る

あ
は
れ
さ
よ
、
よ
し
よ
し
是

れ
に
お
は
せ
よ
と
て
行
す
ま
し
て
侍
り
、
今
に
め
で
た
き
後
世
者
に
て
西
道
と
な
む
云
ふ
め
り
云
々

】
。

由
良
守
應

義
溪
と
號
す

は
大
字
門
前
の
人
な
り
。
明
治
天
皇
の
時
宮
中
に
仕
へ
て
馭
者
た
り
。
皇
后
の
馬
車
に
馭

(
)

し
て
行
啓
に
奉
仕
せ
し
が
、
馬
物
に
驚
き
て
馬
車
轉
ず
。
皇
后
畏
く
も
地
に
墜
ち
た
ま
へ
り
と
い
ふ
。
こ
れ
に
因
っ

て
職
を
免
ぜ
ら
る
と
い
へ
り
。
生
家
を

イ
ガ
ダ

と
い
ふ
。
今
な
し
。

(
)

○

(
)

朝
び
ら
き
こ
ぎ
出
で
て
我
は
湯
羅
の
埼

釣
す
る
あ
ま
を
見
て
か
へ
り
こ
む

萬
葉
集

持
統
天
皇

ゆ

ら

さ
き

(
)

妹
が
爲
め
玉
を
ひ
ろ
ふ
と
木
の
國
の

ゆ
ら
の
み
さ
き
に
こ
の
日
暮
も
つ

萬
葉
集

い
も

(
)

紀
の
國
や
由
良
の
港
に
ひ
ろ
ふ
て
ふ
た
ま
さ
か
に
だ
に
逢
ひ
み
て
し
が
な

新
古
今
和
歌
集

(
)

紀
の
國
や
由
良
の
浦
風
し
づ
か
に
て
か
す
む
港
に
春
は
き
に
け
り

安
嘉
門
院

(
)

湯
羅
の
崎
潮
ひ
に
け
ら
し
白
神
の
磯
の
浦
み
を
あ
へ
て
こ
ぎ
ど
よ
む

萬
葉
集

(
)

紀
の
國
や
由
良
の
岬
に
日
か
ず
へ
て
數
か
ぎ
り
な
く
珠
ひ
ろ
ふ
な
り

(
)

紀
の
海
や
磯
浦
か
け
て
か
す
む
ら
由
良
の
港
の
春
の
あ
け
ぼ
の

左
近
衛
中
將
宗
尹

(
)

紀
の
國
や
由
良
の
岬
の
月
清
み
珠
よ
せ
か
へ
る
沖
の
白
浪

源

師
光

(
)

紀
の
國
や
由
良
の
湊
に
風
立
ち
て
月
の
出
し
ほ
の
雲
は
ら
ふ
な
り

右
大
臣

通

源

頼
通

(
)

紀
の
國
や
由
良
の
湊
の
朝
ぼ
ら
け
霞
の
に
は
に
舟
こ
ぐ
ら
し
も

後
小
松
院
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(
)

紀
の
國
の
由
良
の
戸
荒
る
渡
船
わ
れ
み
さ
き
よ
り
い
く
か
ひ
も
な
し

民
部
卿
爲
家

(
)

た
れ
こ
こ
に
霞
を
わ
け
て
紀
の
國
や
由
良
の
岬
を
わ
た
る
舟
人

兵
衛

内
侍

(
)

う
ち
は
へ
て
秋
は
き
に
け
り
紀
の
國
や
由
良
の
岬
の
あ
ま
の
う
け
な
は

源

實
朝

(
)

沖
つ
風
浪
吹
き
た
て
て
紀
の
國
や
由
良
の
と
渡
る
春
立
の
雨

長

親

右
は
明
に
紀
伊
國
由
良
に
關
す
る
も
の
な
る
が
、
由
良
の
と
は
紀
淡
海
峽
に
も
用
ふ
る
故
、
い
づ
れ
か
淡
路
の
由
良

と
別
ち
が
た
き
も
の
も
あ
り
。
さ
れ
ど
珠
ひ
ろ
ふ
【
と
い
ひ
、
由
良
の
岬
】
と
あ
る
は
す
べ
て
紀
の
國
の
由
良
に
よ

め
る
も
の
な
る
べ
し
。

○

(
)

花
鳥
の
に
ほ
ひ
も
聲
も
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
由
良
の
岬
の
春
の
ひ
ぐ
ら
し

定

家

(
)

ゆ
ふ
か
す
み
入
日
を
浪
に
ゆ
ら
の
崎
浦
路
く
れ
ゆ
く
は
る
の
空
か
な

家

衡

藤

原

家

衡

(
)

浪
の
音
も
ふ
し
あ
る
御
代
の
春
風
に
由
良
の
岬
を
わ
た
る
舟
人

康

光

(
)

ゆ
ら
の
と
や
浪
路
の
末
は
は
る
か
に
て
有
明
の
月
に
わ
た
る
舟
人

平

政
村

(
)

お
ひ
て
吹
く
風
に
ま
か
せ
て
由
良
の
と
の
遠
き
も
し
ら
ず
由
良
の
船
人

藤
原
基
雄

(
)

珠
ひ
ろ
ふ
由
良
の
湊
に
照
る
月
の
光
を
添
へ
て
寄
す
る
白
浪

北

条

重

時

(
)

さ
く
ら
咲
く
山
に
は
春
も
な
か
り
け
り
由
良
の
岬
の
あ
け
ぼ
の
の
空

順

徳

院

(
)

秋
な
が
ら
木
の
葉
が
く
れ
も
な
か
り
け
り
由
良
の
岬
の
有
明
の
月

仝

上

(
)

夜
舟
こ
ぐ
由
良
の
岬
の
潮
風
に
聲
を
帆
に
あ
げ
て
鳴
く
ち
ど
り
か
な

花
山
院
長
親

(
)

由
良
の
と
を
こ
き
い
で
て
見
れ
ば
藤
白
の
み
阪
は
る
か
に
雲
ぞ
か
か
れ
る

慶
雲
法
師

(
)

泊
舟
由
良
の
湊
の
浪
ま
く
ら
ゆ
め
も
む
す
ば
で
あ
か
す
夜
は
う
し

(
)

風
さ
む
み
由
良
の
と
わ
た
る
月
か
げ
に
ゆ
く
へ
も
知
ら
ず
千
鳥
な
く
な
り

(
)

あ
か
つ
き
や
小
島
が
い
そ
の
松
風
に
衣
か
さ
ね
よ
由
良
の
浦
人

(
)

珠
ひ
ろ
ふ
由
良
の
湊
は
の
ど
か
に
も
霞
に
く
も
る
あ
け
ぼ
の
の
空

源

令
綱
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(
)

令
綱
は
紀
藩
士

阿
戸
に
す
み
し
と
い
ふ

○

(
)

由
良
の
と
や
湊
こ
ぎ
出
る
か
ぢ
の
音
も
は
る
か
に
か
す
む
鴈
の
一
つ
ら

宗
祇
法
師

比

井

比
井
は
ヒ
の
延
音
に
て
呼
称
の
便
よ
り
二
字
に
あ
て
は
め
た
る
も
の
。
日
の
岬
な
ど
と
関
連
あ
る
言
な
り
と
風
土
記

○

に
辨
ぜ
り
。
北
方
の
山
上
城
阯
は
湯
川
直
春
の
砦
な
り
と
い
ふ
。

若
一
王
子
社
は
宝
暦
七
年
修
理
の
時

紀
二
四
一
七

境
内
よ
り
經
筒
を
發
掘
、
中
に
法
華
經
八
巻
を
納
め
あ
り
、
跋

(
)

(

一

七

五

七

年

)

に
保
元
三
年
戌
寅

紀
一
八
一
八

と
あ
り
と
い
ふ
。
今
國
寶
と
な
る
。

(
)

(

一

一

五

八

年

)
○

畠
山
政
氏
元
和
の
役

紀
二
二
七
五

に
こ
の
海
辺
に
て
戰
死
す
と
い
ふ
。

(
)

(

一

六

一

五

年

)

(
)

み
つ
ぎ
も
の
は
こ
ぶ
小
舟
や
よ
り
く
ら
し
唐
子
の
浦
の
あ
ま
の
さ
へ
づ
り

紀

眞
狙

(
)

い
そ
近
く
和
布
刈
り
ほ
す
あ
ま
の
子
の
宿
も
し
ら
れ
ず
か
す
む
春
か
な

本
居
大
平

産

湯

應
神
天
皇
の
御
誕
生
に
関
係
あ
る
如
く
傳
へ
ら
る
。
天
皇
に
産
湯
を
奉
り
し
そ
の
焚
き
火
は
少
し
も
消
さ
ず
。
千
五

百
年
を
傳
へ
て
續
風
土
記
編
纂
の
頃
尚
あ
り
し
様
に
し
る
せ
り
。
今
は
知
ら
ず
。

附
近
阿
尾

あ
せ
で

は
せ
で

の
崎
の
一
角
を
鉾
突
の
岬
と
い
ふ
。
神
功
皇
后
御
上
陸
の
地
な
り
と
い
ふ
。

(
)

○

○
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小
阪
旧
道
に
沿
ひ
て
五
つ
石
あ
り
。
花
山
法
皇
熊
野
御
幸
の
時

腰
か
け
さ
せ
た
ま
へ
る
様
に
つ
た
へ
聞
く
が
い
か

が
か
。

志

賀

誕
生
院
は
徳
本
開
祖
と
す
。
父
は
田
伏
三
太
夫
、
母
は
塩
崎
氏
の
女
な
り
。
家
系
畠
山
重
忠
に
出
づ
と
い
ふ
。

寶
暦
八
年

紀
二
四
一
八

六
月
二
十
二
日
生
る
。
幼
名
三
之
烝
、
翌
年
仲
秋
の
夜
満
月
に
向
っ
て
名
號
を
と
な
ふ
。

(
)

(

一

七

五

八

年

)

長
じ
て
佛
に
皈
す
。
天
明
四
年

紀
二
四
四
四

財
部
往
生
寺
に
落
髪
す
。
徳
本
と
称
す
。
念
佛
三
昧
を
以
て
勤
と

(
)

(
一

七

八

四

年

)

す
。
こ
れ
よ
り
白
馬
山
脈
の
麓
に
庵
を
結
び
穀
食
塩
味
を
絶
ち
、
晝
夜
七
度
千
津
川
の
流
れ
に
垢
離
し
、
念
佛
を
日

課
と
す
。
積
ん
で
七
年
餘
、
日
に
一
萬
遍
を
と
な
ふ
。
乱
髪
肩
を
掩
ひ

皮
膚
枯
燥
す
。
人
請
ひ
て
名
號
を
か
き
て

も
ら
ひ
、
刻
し
て
碑
に
建
つ
れ
ば
奇
特
あ
り
。
澤
池
の
側
に
立
つ
れ
ば
妖
気
を
鎭
す
。
後
奥
州
に
入
ら
む
と
し
て
、

て

て

こ
こ
を
出
で
た
る
に
歸
依
多
き
に
よ
り
、
道
を
枉
げ
て
萩
原
に
住
ま
る
こ
と
三
年
、
こ
れ
よ
り
塩
津
及
有
田
郡
須
谷

に
て
苦
行
し
、
後
攝
津
勝
尾
寺
に
飛
錫
す
る
。
文
化
九
年

紀
二
四
七
二

藩
よ
り
召
さ
れ
て
、
名
草
郡
和
佐
山
の
草

(
)

(

一

八

一

二

年

)

庵
に
居
る
こ
と
三
年
、
更
に
江
戸
に
赴
き
官
よ
り
小
石
川
一
行
院
を
賜
は
り
茲
に
居
る
。
文
政
元
年
十
月

紀
二
四
七

(
(

一

八

一

八

年

)

八

念
佛
の
聲
と
共
に
逝
く
。

)

日
の
岬

今
燈
台
の
あ
る
と
こ
ろ
を
日
の
山
と
い
ふ
。
海
岸
に

屈

み
岩
あ
り
。
續
風
土
記
に
鏡
岩
と
せ
る
は
誤
な
る
べ
し
。

か
が
み

古
昔
天
皇
牟
婁
へ
の
行
幸
に
、
船
を
由
良
に
と
ど
め
て
陸
路
を
と
ら
れ
し
は
、
こ
の
海
岬
の
波
浪
あ
ら
き
を
避
け
ら

れ
た
る
な
る
べ
し
と
い
ふ
。
和
田
村
の
御
崎
神
社
も
、
こ
の
岬
の
守
り
と
し
て
鎭
坐
す
る
も
の
に
て
、
茲
を
通
過
す
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る
も
の
必
ず
奉
幣
せ
し
と
な
り
。
古
く
風
早
山
と
い
ふ
。

萬
葉
集
に

風
莫
の
濱
の
白
浪
い
た
づ
ら
に
こ
こ
に
よ
り
く
る
見
る
人
な
し
に

と
あ
る
を
、
紀
伊
名
所
圖
會
に
は
こ
こ
な
り
と
し
、
熊
野
遊
記
に
は
西
牟
婁
郡
綱
不
知
の
海
湾
を
、
靜
な
る
海
故
呼

ぶ
と
せ
る
も
、
い
づ
れ
も
首
肯
し
が
た
し
。
綱
不
知
の
濱
は
白
浪
の
よ
り
く
る
如
き
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

徳
本
上
人
の
こ
の
岬
に
て
念
佛
せ
し
時
、
多
數
の
海
豚
わ
き
出
た
り
と
い
ふ
。

三

尾

古
昔
三
穂
の
浦
と
い
ふ
。
後
轉
訛
し
て
三
尾
と
い
ふ
。
三
穂
岩
室
を
以
て
特
に
知
ら
る
。
岩
窟
は
龍
王
神
社
下
手
の

み

ほ

が

い

は

や

海
岸
に
あ
り
、
久
米
の

窟

と
も
い
ふ
と
。
日
髙
鑑
と
い
ふ
書
に

ウ
ツ
シ
ノ
ア
ナ

と
記
さ
れ
、
續
風
土
記
に
も
土
俗

(
)

イ
ハ
ヤ

ウ
ツ
ク
シ
ナ

と
い
ふ
と
記
さ
れ
た
れ
ば
、
斯
様
の
名
称
に
て
傳
は
り
來
り
た
る
な
る
べ
し
。

(
)

こ
の
石
室
は
萬
葉
に
、
博
通
法
師
紀
伊
國
に
徃
い
て
三
穂
石
室
を
見
る
と
し
、
久
米
の
若
子
が
い
ま
し
け
る
由
歌
へ

ク

メ

ワ

カ

ゴ

る
よ
り
有
名
な
れ
ど
も
、
こ
こ
に
住
め
る
久
米
の
若
子
が
果
た
し
て
如
何
な
る
人
な
り
し
か
は
明
な
ら
ず
。
日
本
書

紀
に
顯
宗
・
仁
賢
両
帝
の
皇
親
に
い
ま
せ
る
久
米
の
若
子
と
い
ふ
方
が
、
播
磨
の
国
の
石
室
に
居
ら
れ
し
よ
し
記
載

○

○

○

○

○

あ
れ
ば
、
本
居
宣
長
は
萬
葉
集
に
あ
る
博
通
法
師
の
歌
の
『
紀
伊
國
に
往
い
て
』
と
あ
る
を
、
播
磨
の
誤
な
ら
む
と

い
へ
り
。

尚
三
穂
石
室
の
所
在
に
つ
い
て
、
紀
伊
續
風
土
記
に
は
和
田
村
西
山
の
山
腹
に
あ
る
淨
明
寺
跡
と
い
ふ
と
こ
ろ
な
ら

む
と
し
、
或
は
後
人
の
御
崎
神
後
の
森
中
、
八
王
子
祠
趾
な
ら
む
と
し
、
石
碑
な
ど
立
て
た
る
も
の
も
あ
れ
ど
信
ず

べ
か
ら
ず
。
萬
葉
集
の
歌
に

み
づ
み
づ
し
久
米
の
若
子
が
い
觸
れ
け
む
磯
の
草
根
の
か
ら
ま
く
を
し
も

カ
ヤ

と
あ
れ
ば
磯
ぎ
は
に
あ
る
現
在
の
三
穂
窟
は
、
或
は
實
に
ち
か
が
ら
む
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○

(
)

風
早
の
三
穂
の
浦
み
を
漕
ぐ
舟
の
舟
人
さ
わ
ぐ
浪
立
つ
ら
し
も

萬

葉

集

わ

(
)

は
た
す
す
き
久
米
の
若
子
が
い
ま
し
け
る
三
穂
の
石
室
は
み
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

萬

葉

集

(
)

常
盤
な
す
石
室
は
い
ま
も
あ
り
け
れ
ど
住
み
け
る
人
ぞ
常
な
か
り
け
る

萬

葉

集

(
)

風
早
の
三
穂
の
浦
わ
の
白
つ
つ
じ
み
れ
ど
も
さ
ぶ
し
な
き
人
思
へ
ば

萬

葉

集

(
)

石
室
ど
に
立
て
る
松
の
木
な
を
見
れ
ば
昔
の
人
を
相
み
る
ご
と
し

萬

葉

集

イ
ハ

ヤ

(
)

浪
か
か
る
三
穂
の
浦
べ
の
白
つ
つ
じ
い
づ
れ
を
花
と
見
て
は
た
を
ら
む

新
撰

六
帖

(

光

俊

朝

臣

)

(
)

た
え
ず
の
み
も
し
ほ
焼
く
て
ふ
風
早
の
み
ほ
の
浦
わ
に
煙
立
つ
な
り

信

實

(
)

紀
の
國
の
三
穂
の
い
は
や
も
さ
す
が
な
ほ
風
こ
そ
ふ
る
き
松
に
吹
く
な
れ

夫

木

集

(

定

円

)

(
)

古
の
み
ほ
の
岩
や
は
苔
む
し
て
み
れ
ど
も
あ
か
ず
と
こ
め
づ
ら
な
り

俊

成

(
)

夕
日
か
げ
入
る
海
す
ず
し
沖
つ
風
松
に
こ
た
ふ
る
み
ほ
の
浦
な
み

夫

木

集

(

爲

:

顕

)

(
)

わ
が
戀
は
み
ほ
の
岩
や
に
ふ
る
雨
の
い
づ
こ
も
り
て
か
人
に
し
ら
れ
む

衣
笠
内
大
臣

(
)

み
ほ
の
あ
ま
の
夜
ひ
る
か
づ
く
か
ひ
あ
ら
じ
ぬ
玉
も
ま
じ
ら
ぬ
浦
の
も
く
づ
は

窓

臥

(
)

み
づ
み
づ
し
久
米
の
若
子
が
い
ふ
れ
け
む
磯
の
か
や
ね
の
か
ら
ま
く
を
し
も

萬

葉

集

(

草

)

和

田

名
所
圖
會
に
い
ふ

和
田
浦
は
中
古
熊
野
本
宮
の
神
領
に
て

小
名
本
脇
に
あ
り
、
社
家
傳
に
こ
の
神
は
上
古
よ
り
鎭
坐
し
て
日

○

○

御
崎
を
守
り
ま
す
。
故
に
御
崎
を
通
過
す
る
も
の
必
ず
奉
幣
す
」
と

地
名
辞
書
に
は
靈
異
記
に
あ
る
別
里
を
以
て
本
脇
か
と
せ
り
。
城
址
あ
り
、
美
濃
左
兵
衛
居
城
な
り
と

○
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紀
伊
神
名
帳
に

日
髙
郡
地
祇

正
三
位
御
崎
神

三
代
實
録
に

貞
観
十
七
年
十
月
十
日
乙
未
授
紀
伊
國
正
六
位
上
三
前
神
從
五
位
以
下
云
々

(

八

五

七

年

)
三
前
神
は
果
た
し
て
こ
こ
な
る
か
知
ら
ず
。
西
牟
婁
郡
南
部
の
海
岸
よ
り
潮
岬
の
地
へ
か
け
て
、
一
帶
を
古
く
三
前

の
莊
と
い
ふ
。
三
前
の
神
は
潮
岬
の
神
に
あ
ら
ざ
る
か
。

入

山

に

ゆ

う

や

ま

丹
生
山
の
意
な
ら
む
と
思
は
る
れ
ど
、
續
風
土
記
に
は
然
ら
ず
と
せ
り
。
も
と
二
尾
山
と
い
ふ
と
。

山
上
に
城
址
あ
り
て
、
青
木
勘
兵
衛
由
定
と
い
ふ
も
の
茲
に
居
り
し
と
傳
ふ
。
由
定
永
禄
十
一
年

紀
二
二
二
八

三

(
)

(

一

五

六

八

年

)

月
三
好
氏
と
戰
ひ
て
功
あ
り
、
織
田
信
長
よ
り
日
髙
郡
髙
家
庄
を
給
は
り
、
後
豊
臣
家
に
仕
へ
て
紀
伊
守
と
改
む

と
、
續
風
土
記
に
記
さ
れ
た
れ
ど

森
彦
太
郎
氏
の
意
見
に
よ
れ
ば

青
木
氏
居
城
云
々
は
信
じ
難
し
。
當
時
丸
山
に
は
湯
川
氏
あ
り
、
か
か
る
僅
か
の
間
隔
を
お
き
て
両
雄
こ
と
無

く
對
立
す
べ
き
筈
な
し
。
随
っ
て
入
山
城
は
湯
川
氏
の
族
の
居
り
し
も
の
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
或
は

天
正
十
三
年

紀
二
二
四
五

亀
山

丸
山

落
城
後
、
日
髙
の
鎭
將
と
し
て
短
期
間
こ
の
處
に
駐
ま
り
し
か
も
知
れ

(
)

(
)

(

一

五

八

五

年

)

ず
と
雖
も
、
そ
の
以
前
に
居
城
せ
し
と
す
る
は
系
圖
作
者
の
僞
作
也
。

現
海
南
市
日
方
町
青
木
英
一
氏

元
町
長

名
望
家

は
勘
兵
衛
の
裔
な
り
と
い
ふ
。

(
)

【
關
原
記

写
本

青
木
藤
原
重
主
著

延
宝
戌
午
春

延
宝
六
年

に
大
谷
刑
部
考
澄
北
國
攻
め
の
條
に

(
)

(
)

(

一

六

七

八

年

)
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「
北
の
庄
の
城
青
木
紀
伊
守
飛
脚
を
以
て
大
谷
方
へ
遣
は
す
利
長
大
聖
寺
を
賣
申
由
及
大
事
云
由
云
々
」

又
曰
く
「
大
谷
か
日
、
北
ノ
庄
城
青
木
紀
伊
守
を
加
勢
攻
落
さ
ば
小
松
の
城
丹
羽
五
郎
左
衞
門
長
重
も
云
々
」

關
原
役
は
慶
長
五
年

紀
二
二
六
〇

な
り
。
彼
は
西
方
に
与
せ
し
な
り

】

(
)

。

(

一

六

〇

〇

年

)

内

原

和
名
抄
に

(
)

日
髙
郡
内
原
郷

名
所
圖
會
に
い
ふ
版
本
和
名
抄
の
内
厚
は
内
原
の
誤
な
ら
む

續
日
本
紀
に

(
)

氷
髙
評
人
内
原
直
牟
羅
云
々

評
は
郡
の
誤
な
ら
む
と
い
ふ

ノ
ア
タ
ヒ
ム
ラ

天
平
六
年
出
雲
合
計
帳
に

(

七

三

四

年

)

熊
谷
團
の
兵
士
紀
打
原
直
忍
熊
云
々

○

○

慶
長
年
間
の
里
神
社
及
鍵
掛
神
社
に

(

一
五
九
六
～
一
六
一
五
年)

政
所
内
原
喜
衛
門
尉
云
々○

(
)

大
字
原
谷
は
内
原
谷
の
畧
な
る
べ
し
。

地
名
辞
書

○

○

御
所
谷
は
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
の
時
の
頓
宮
址
な
り
と
い
ふ

御
幸
記
に

鹿
ヶ
脊
山
を
越
え
て
沓
掛
王
子
云
々
。

後
鍵
掛
王
子
と
い
ふ
。
近
年
立
つ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
別
の
も
の
な

(

)

り
。

仝
書
に

内
の
は
た
王
子
云
々
。
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萩

原

熊
野
御
幸
記
に

次
に
萩
原
に
出
で
又
野
を
過
ぐ
。
萩
薄
遙
に
靡
き
眺
望
甚
だ
幽
な
り
。
此
邊
髙
家
云
々

(

タ
イ
ヘ)

八
雲
御
抄
原
の
部
に

(
)

は
き

紀

枕
草
子
に

原
は
は
ぎ
は
ら

○

○

○

○

崎
山
氏
あ
り
源
義
綱
の

義
家
の
弟

の
裔
、
飛
彈
守
家
正
を
祖
と
す
。
大
永
二
年
九
月

紀
二
一
八
二

三
好
義
長
阿

(
)

(
)

(

一

五

二

二

年

)

波
・
淡
路
の
兵
を
率
ゐ
て
當
國
を
攻
む
。
由
良
の
横
濱
に
着
し
門
前
村
に
お
し
よ
せ
、
寺
田
・
西
川
・
玉
井
等
の
諸

氏
を
討
ち
、
興
国
寺
領
の
百
姓
數
百
人
に
命
じ
て
、
池
田
の
小
坊
ヶ
嶺
と
い
ふ
所
の
木
を
拂
は
せ
て
城
郭
と
す
。
家

正
之
を
防
が
む
と
し
て
長
尾
に
城
く
、
義
長
と
戰
う
て
破
れ
熊
野
に
の
が
れ
長
尾
陥
る
。
義
長
は
阿
波
に
か
へ
り
子

義
継
守
る
。
畠
山
髙
國
河
内
よ
り
來
り
て
、
湯
川
氏
其
他
と
力
を
あ
は
せ
小
坊
子
ヶ
嶺
を
陥
る
。
家
正
の
裔
は
湯
川

直
光
に
属
し
河
内
に
功
あ
り
。
後
農
と
な
り
て
萩
原
に
住
む
。

(
)

小
坊
子
ヶ
嶺
と
は
現
紀
勢
鐵
道

池
田
ト
ン
ネ
ル
の
上
の
山
な
り

○

内
原
驛
附
近
に
頭
巾
塚
あ
り
、
往
時
こ
の
地
聖
護
院
宮
の
御
領
た
り
。
そ
の
山
臥
頭
巾
を
埋
め
し
と
こ
ろ
と
い
ふ
。

ト

キ

ン

荊
木
向
山
よ
り
銅
鐸
一
個
を
発
掘
せ
り
。

附
近
大
字
小
中
の
神
社
は
も
と
古
墳
の
上
に
あ
り
。
明
治
改
修
の
際
發
掘
せ
し
に
古
土
器
あ
り
。
故
東
京
帝
國
大
學

ヲ

ナ

カ

坪
井
正
五
郎
氏
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
、
景
行
朝
頃
の
も
の
な
ら
む
と
い
ふ
。

○
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(
)

萩
原
や
野
べ
よ
り
野
べ
に
う
つ
り
ゆ
く
衣
に
し
た
ふ
露
の
月
か
げ

新
千
載
集

藤
原
定
家

(
)

萩
原
や
露
を
秋
風
ふ
く
か
ら
に
袂
を
ぬ
ら
す
有
明
の
月

新
續
古
今
集

如
顯
法
師

鹿

背

山

【
し
し
の
せ
山
に
ね
た
る
夜
し
か
の
鳴
く
を
き
き
て

増
基
法
師

う
か
れ
け
む
妻
の
ゆ
か
り
に
せ
の
山
の
名
を
尋
ね
て
や
し
か
も
な
く
ら
む

い
ほ
ぬ
し

群
書
類
類
從
第

((
)

十
八
輯

】

)

源
平
盛
衰
記
に

權
亮
維
盛
は
蕪
阪
を
う
ち
下
り
、
鹿
ヶ
瀬
山
を
越
え
過
ぎ
て
高
家
王
子
を
伏
し
拜
み
、
日
數
漸
く
經
る
ほ
ど

に
、
千
里
の
濱
も
近
づ
き
け
り
。
云
々

古
今
著
門
集
に

一
叡
と
い
ふ
僧
あ
り
け
り
。
こ
れ
も
多
年
法
花
經
に
歸
し
て
修
行
し
け
る
間
、
紀
伊
國
穴
脊
山
に
至
り
て
宿
し

た
り
け
る
夜
、
其
人
は
見
え
ず
し
て
法
華
經
を
よ
む
聲
き
こ
え
け
り
。
一
部
讀
み
終
わ
り
て
經
の
聲
や
み
ぬ
。

あ
や
し
く
思
ひ
て
朝
に
そ
の
程
を
見
る
に
年
序
經
た
る
白
骨
あ
り
。
更
に
分
散
せ
ず
し
て
正
躰
み
な
つ
づ
き
た

り
。
そ
の
髑
髏
の
中
に
赤
き
舌
あ
り
。
一
叡
髑
髏
に
向
ひ
て
そ
の
因
縁
を
と
ひ
け
れ
ば
。
舌
答
へ
て
曰
く
。
我

は
是
れ
叡
山
の
僧
名
を
ば
円
善
と
い
ひ
き
、
修
行
の
間
こ
の
山
に
至
り
て
夭
亡
す
。
前
生
に
法
華
經
六
萬
部
を

よ
み
奉
ら
む
と
願
を
お
こ
し
て
生
分
は
既
に
終
り
に
た
り
。
は
か
ら
ざ
る
に
生
を
隔
つ
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
願

を
誦
満
せ
む
が
爲
め
に
猶
誦
す
る
な
り
。
今
年
既
に
讀
み
を
は
り
て
、
ま
さ
に
兜
率
内
院
に
生
ず
べ
し
と
い
ひ

け
り
。
一
叡
こ
の
こ
と
を
聞
き
て
禮
拜
を
な
し
て
去
り
に
け
り
。

他
書
に
も
こ
の
こ
と
を
記
載
あ
り
【
元
亨
釋

(

書
】(

)

数
年
前
好
事
の
人
鹿
脊
山
頂
に
法
華
經
塚
と
し
て
標
注
し
た
り
、
山
頂
旧
道
側
東
少
し
上
に
あ
り
。
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【
太
平
記
護
良
親
王
熊
野
落
の
条
に

鹿
ヶ
背
、
蕪
阪
、
湯
淺
、
阿
瀬
川
、
小
原
、
芋
瀬
、
中
津
河

云
々
。

既
に
こ
れ
ら
の
地
は
賊
軍
の
要
所
と
し
て
固
め
た
れ
ば
、
落
ち
の
び
の
困
難
な
る
由
を
記
せ
り

】
。

(
)

【

御
幸
記

咨
又
シ
シ
ノ
セ
山
を
攀
昇
す
崔
嵬
嶮
岨
巖
石
昨
日
に
異
な
り
、
此
山
を
超
え
沓
カ
ケ
王
子
に
來
り
シ
シ
ノ
セ
椎

原
を
過
ぐ
云
々
】

財

部

た

か

ら

中
古
新
宮
の
神
領
た
り
。
和
名
抄
に
『
中
古
園
の
莊
の
称
あ
り

』
名
所
圖
會
に
『
財
部
村
は
寶
と
も
書
す

』
新
宮

。

。

の
建
暦
古
文
書
に

薗
寶
郷

と
あ
り
。
銀
を
奉
り
し
も
の
居
り
し
よ
り
し
か
い
ふ
か

地
名
辞
書

。

(
)

丸

山

湯
川
城
址
は
湯
川
氏
の
據
り
し
と
こ
ろ
。
但
し
居
住
は
小
松
原
な
り
。
湯
川
實
記

僞
書
な
り
と
い
ふ

に
よ
れ
ば
、

(
)

湯
川
氏
は
其
先
甲
斐
源
氏
武
田
氏
に
出
づ
。
元
祖
を
惡
三
郎
信
忠
と
い
ふ
。
弘

安

の

頃
罪
あ
り
て
熊
野
湯
川
に
遠

(

一
二
七
八
～
一
二
八
八
年)

流
せ
ら
る

道
の
湯
川

。
そ
れ
よ
り
芳
養
の
内
梅
に
居
住
す
。
孫
、
孫
六
信
有
勇
力
人
に
勝
れ
、
南
北
朝
の
頃
軍
功

(
)

に
よ
り
て
、
在
田
・
日
髙
二
郡
を
併
せ
領
し
旗
頭
と
な
り
て
茲
に
城
く
。
其
後
政
春
あ
り
宮
内
少
輔
に
任
じ
、
連
歌

に
長
じ
宗
祇
を
師
友
と
す
。
子
直
光
民
部
少
輔
に
任
ず
。
永

禄

年

中
三
好
黨
と
河
内
に
戰
ひ
て
戰
死
す
。
子
直
春

(

一
五
五
八
～
一
五
七
〇
年)

太
閤
紀
伊
征
伐
の
時
ひ
と
り
從
は
ず
、
女
婿
玉
置
氏
を
味
方
と
し
て
抗
せ
む
と
す
。
玉
置
氏
は
從
は
ず
。
即
ち
兵
二

百
人
を
以
て
和
佐
城
を
攻
む
。
玉
置
氏
お
ど
ろ
き
て
湯
淺
の
白
樫
氏
、
石
垣
村
の
神
保
氏
と
共
に
急
を
太
閤
に
告
ぐ

(
)

云
々
。

軍
功
と
は
北
朝
に
與
せ
し
な
り
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天
正
十
三
年
三
月
秀
吉
、
即
ち
仙
石
權
兵
衛
尉
・
尾
藤
九
兵
衛
尉
等
を
遣
は
し
、
海
陸
よ
り
並
び
攻
め
丸
山
城
に
せ

(

一

五

八

五

年

)

ま
る
。
直
春
一
戰
に
及
ば
ず
火
を
放
っ
て
熊
野
近
露
ま
で
逃
る
。
明
年
赦
さ
れ
て
大
和
郡
山
に
至
り
秀
長
に
仕
へ
て

禄
三
千
石
を
給
す
。
幾
も
な
く
秀
吉
之
を
毒
殺
す
と
い
ふ
。

そ
の
後
裔
は
関
原
の
時
西
方
と
な
り
爲
め
に
浪
人
す
。
後

淺
野
幸
長
に
仕
へ
て
七
百
石
を
給
す
。
湯
川
丹
波
守
と

い
ふ
。
家
老
格
に
て
寛
永
の
頃
廣
島
に
住
す
と
い
ふ
。

？

○

湯
川
氏
の
領
は
土
生
村

今
矢
田
村

千
津

よ
り
海
部

衣
奈
・
由
良
辺

の
一
部
は
日
髙
の
海
岸
筋
に
及
び
、

(
)

(
)

あ

ま

寛

永

頃
の
檢
地
に
よ
れ
ば
二
萬
五
六
千
石
な
り
と
い
ふ
。

(

一
六
二
四
～
一
六
四
四)

○

丸
山
の
東
麓
小
谷
に
鳳
生
寺
あ
り
。
禪
宗
に
し
て
窓
解
の
鳳
生
寺
と
い
ふ
。
湯
川
氏
の
七
世
天
養
居
士
之
を
建
つ
。

エ

ゲ

箕
外
和
尚
開
基
。
も
と
熊
野
に
あ
り
。
湯
川
直
光
の
木
像
あ
り
。

イ

ヤ

こ
の
附
近
出
土
の
曲
玉
、
刀
劍
は
帝
室
博
物
館
に
あ
り
。

富

安

和
漢
三
才
圖
會
に

富
安
明
社

日
髙
郡
富
安
村
に
あ
り

小
松
原
明
社

同
郡
小
松
原
村
に
あ
り

兩
社
祭
神
未
だ
詳
な
ら
ず
。
毎
年
九
月
九
日
祭
。
兩
社
神
輿
出
合
。
俗
に
夫
婦
神
と
い
ふ
。

と
あ
り
。

○

富
安
王
子
は
熊
野
御
幸
記
に
田
藤
次
王
子
と
い
ふ
も
の
な
り
。
善
童
子
・
出
童
子
・
出
王
子
等
い
ふ
。
湯
川
氏
よ
り
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社
領
を
寄
せ
し
に
天

正

中
没
収
す
。

(

一
五
七
三
～
一
五
九
二)

【

御
幸
記

次
に
又
王
子
に
参
る
田
藤
次
云
々

次
に
又
愛
徳
山
王
子
、
次
に
ク
ア
マ
王
子
云
々
】

(
)

御

坊

本
願
寺
別
院
あ
る
を
以
て
こ
の
名
あ
り
。
本
願
寺
は
戰
國
の
頃
湯
川
直
光
天
文
元
年

紀
二
一
九
二

に
吉
原
に
建

(
)

(

一

五

三

二

年

)

て
、
有
田
郡
星
尾
寺
の
阿
弥
陀
佛
を
安
置
し
、
其
子
信
春
を
住
僧
と
す
。
天
正
の
兵
乱
に
焼
亡
、
乱
後
門
徒
有
志
相

(

一

五

八

五

年

)

は
か
り
て
薗
浦
な
る
古
寺
内
に
仮
堂
を
營
み
、
文
禄
四
年

紀
二
二
五
五

佐
武
伊
賀
守
、
今
の
地
に
營
興
す
。
蓋
し

(
)

(

一

五

九

五

年

)

古
寺
内
は
今
の
淨
國
寺
の
地
、
吉
原
の
地
は
今
の
松
見
寺
な
り
。
初
め
直
光
攝
津
江
口
に
て
三
好
長
慶
と
戰
ひ
敗
北

せ
し
に
、
本
願
證
如
之
を
援
け
た
る
を
以
て
そ
の
恩
を
報
ぜ
む
が
爲
め
に
建
つ
る
な
り
と
い
ふ
。

○

小
竹
宮
趾
は
町
の
北
方
に
あ
り
。
元
宮
と
い
ふ
。

シ

ヌ
ノ

ミ

ヤ

日
本
書
紀
に
い
ふ
。

神
功

皇
后
南
紀
伊
國
に
詣
り
、
太
子
に
日
髙
に
會
し
、
議
を
以
て
群
臣
に
及
ぼ
し
、
遂
に
忍
熊
王
を
攻
め
む
と

(
)

イ
タ

オ
シ
ク
マ

欲
し
て
、
更
に
小
竹
宮
に
遷
る
。

適

ま
こ
の
時
や
晝
暗
き
こ
と
夜
の
如
く
己
に
多
く
の
日
を
經
た
り
。
時
に
人

タ
マ
タ

ス
テ

の
曰
く
。
こ
れ
を
常
夜
行
と
い
ふ
な
り
と
。
皇
后
紀

直
祖
豊
耳
に
問
う
て
曰
く
、
是
の
恠
何
に
由
る
や
。
時
に

ト
コ
ヤ
ミ
ユ
ク

キ
ノ
ア
タ
ヒ
ノ
オ
ヤ
ト
ヨ
ミ
ミ

一
老
父
有
っ
て
曰
く
、
傳
へ
聞
く
此
の
如
き
恠
を
ば
阿
豆
那
比
之
罪
と
い
ふ
な
り
。
問
ひ
給
は
く
、
何
の
謂
ぞ

ア

ヅ

ナ

ヒ

や
。
對
へ
て
曰
く
。
二
社
の
祝
者

神
主
の
こ
と

共
に
合
葬
す
る
か
と
、
因
み
て
以
て
推
問
せ
し
む
。
巷
里
に
一

(
)

人
あ
り
曰
く
。
小
竹
祝
は
天
野
祝
と
共
に
善
友
た
り
。
小
竹
祝
病
に
逢
う
て
こ
れ
に
死
す
。
天
野
祝
血
泣
し
て

シ
ヌ
ノ
ハ
フ
リ

曰
く
。
吾
生
け
る
時
に
交
友
た
り
。
何
ぞ
死
す
る
に
穴
を
同
じ
く
す
る
な
か
ら
む
や
と
て
、
則
ち
屍
側
に
伏
し

自
死
す
。
仍
て
合
葬
す
。
蓋
し
こ
れ
な
ら
む
か
と
乃
ち
墓
を
開
い
て
之
を
視
れ
ば
實
な
り
。
故
に
更
に
棺
櫬
を

(
)

改
め
各
處
を
異
に
し
て
以
て
之
を
埋
む
。
則
ち
日
暉
炳
□
、
日
夜
別
有
り

★

火
偏
に
榮

★
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現
在
の
小
竹
八
幡
社
は
延
寶
六
年

紀
二
三
三
八

に
こ
こ
よ
り
遷
し
た
る
も
の
な
り
。

(
)

(

一

六

七

八

年

)

元
宮
の
東
南
に
小
竹
祝
塚
と
し
て
松
の
一
本
あ
り
。
碑
は
後
人
の
推
測
に
よ
り
建
て
た
る
も
の
に
て
、
事
實
に
合
す

る
か
否
か
明
ら
か
な
ら
ず
。

天
野
祝
は
伊
都
郡
天
野
社
の
社
人
な
ら
む
と
い
ふ
説
あ
り
。
少
し
遠
き
き
ら
ひ
な
き
か
。

○

奇
瓢
あ
り
。
正
徳
四
年

紀
二
三
七
四

放
生
會
の
刻
あ
り
。
八
幡
社
の
祭
禮
に
用
ひ
て
踊
る
。
元

和

の

頃
君
上
こ

(
)

(

一

七

一

四

年

)
(

一
六
一
五
～
一
六
二
四
年)

の
踊
り
を
見
て
感
あ
り
、
寛

政
に
特
に
四
恩
状
を
賜
ふ
と
。

(

一
七
八
九
～
一
八
〇
一
年)

○

慶
安
の
頃

徳
川
家
光
の
頃
元
年
は
紀
二
三
〇
八

寒
川
作
次
あ
り
。
こ
の
源
太
郎
鼓
を
よ
く
し
、
四
才
君
前
に
召
さ

(
)

(

一

六

五

〇

年

頃)

れ
、
六
才
禁
中
に
召
さ
れ
七
才
江
戸
に
召
さ
れ
て
、
能
の
鼓
を
う
ち
賞
を
う
く
と
い
ふ
。
改
姓
し
て
鈴
木
と
い
ふ
。

今
鈴
木
啓
市
氏
の
家
。

○

島
の
善
明
寺
は
永
禄
六
年
の
建
立
な
り

紀
二
二
二
三

。
寶

暦

の

頃
六
世
玄
了
好
ん
で
陶
器
を
作
り
、
善
明
寺
焼

(
)

(

一

五

六

三

年

)
(

一
七
五
１
～
一
七
六
四
年)

き
と
い
ふ
。
土
は
楠
井
よ
り
得
た
り
と
い
ふ
。
楠
井
に
善
明
寺
畑
あ
り
。

吉

原

湯
川
直
光
本
願
寺
證
如
の
徳
に
報
い
む
が
爲
め
に
吉
原
に
御
坊
を
建
つ
。
天
正
の
乱
に
焼
亡
、
後
は
別
院
は
御
坊
に

(

一

五

八

五

年

)

町
に
う
つ
れ
り
。

森
彦
太
郎
氏
曰
ふ

吉
原
坊
舎
は
軍
畧
的
意
味
を
持
つ
構
造
な
り
し
も
の
の
如
し
。
西
園
寺
旧
記
に
曰
く

(
)

吉
原
坊
舎

直
光
造
営
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東
西
三
十
八
間

本
堂

表
十
間

裏

十
一
間

境
内
南
北
四
十
五
間

築
地

高
さ
八
尺

上
口

一
間

堀
上
口

八
間

鐘
樓

一
間
半
四
方

今
松
見
寺
の
背
後
七
五
三
，
七
五
四
、
七
五
五
、
七
五
六
，
七
八
八
各
番
地
に
わ
た
り
て
凹
處
あ
り
。

濠
の
跡
な
り
と
云
々
。

(
)

當
時
の
礎
石
に
し
て
殘
れ
る
も
の
西
川
畔
に
二
、
あ
が
裏
庭
に
一
あ
り
。

★
田
端
憲
之
助
邸
の
こ
と
か

SIM
IA
K
I

★

○

大
松
原
出
土
の
古
土
器
は
松
原
小
學
校
に
あ
り
。

日
髙
濱
を
煙
樹
濱
と
い
ふ
は
、
近
年
東
京
の
畫
家
近
藤
浩
一
路
氏
の
名
つ
け
た
る
も
の
に
て
、
古
き
名
称
に
は
あ
ら

ず
。
濱
の
瀬
海
岸
よ
り
見
た
る
一
里
の
松
原
の
遠
景
は
、
實
際
煙
樹
模
糊
た
る
趣
あ
り
て
、
よ
く
い
ひ
現
は
し
た
れ

ど
、
多
少
固
き
に
す
ぐ
る
感
あ
り
。

昭
和
七
年
十
月
こ
の
海
岸
に
て
海
陸
聯
合
演
習
あ
り
、
閑
院
宮
・
朝
香
宮
・
久
邇
宮
・
賀
陽
宮
四
宮
殿
下
の
台
臨
あ

(

一

九

三

二

年

)

り
。

小

松

原

御
幸
記
に

十
日

畧

次
寄
小
松
原
御
宿
【
云
々
、
此
御
所
水
練
の
便
宜
あ
り
深
淵
に
臨
ん
で
御
所
を
構
ふ
云
々
】

(
)

雨
月
物
語

蛇
性
の
淫

の
巻
に

(
)

小
松
原
の
【
道
成
寺
に
法
海
和
尚
と
て
貴
き
祈
り
師
の
お
は
す

云
々
】

續
風
土
記
に
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此
辺
上
古
入
江
な
り
し
が
中
世
潮
退
き
、
小
松
生
ふ
る
原
と
な
り
し
な
ら
む
』
と
あ
り
。

熊
野
御
幸
記
に

二

一

二

一

小
松
原
御
宿
云
々
臨

深
淵

構

御
所

と
あ
り
。
右
の
地
は
御
所
の
瀬
と
称
せ
ら
る
と
。
と
に
か
く
そ
の
頃
は
尚
日
髙
川
の
滙
流
な
ほ
こ
の
辺
に
入
り
こ
み

居
り
し
な
ら
む
。

西
北
小
名
土
居
は
湯
川
氏
の
邸
址
な
り
と
い
ふ
。
土
居
の
附
近
に
歌
仙
堂
阯
あ
り
。
湯
川
政
春
宗
祇
を
講
じ
て
連
歌

○

○

會
を
開
き
し
と
こ
ろ
と
い
ふ
。

(
)

か
げ
涼
し

な
ほ
木
髙
か
れ

小
松
原

宗
祇

藤

井

名
所
圖
會
に

日
髙
名
産
紡
糸
は
多
く
藤
井
の
産
に
し
て
京
都
に
送
り
、
製
品
特
佳
な
れ
ば
本
座
紡
と
称
美
す
。

と
あ
り
、
徳
川
時
代
に
は
こ
こ
よ
り
カ
セ
の
積
出
し
多
か
り
し
如
し
。

丹

生

野

大
山
神
社
は
合
併
し
て
今
な
し
。

こ
の
神
社
は
由
緒
あ
る
神
社
と
し
て
、
南
方
熊
楠
の
殊
に
そ
の
遷
座
を
惜
し
み

社
な
り
。
後
世
熊
野
神
社
の
神
幸
例
と
な
り
し
地
な
り
。

早

蘇
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紀
伊
國
神
名
帳
に

日
髙
郡

從
四
位
早
蘇
神

今
い
づ
れ
の
社
な
る
を
知
ら
ず
。

道

成

寺

文
武
天
皇
の
勅
願
に
し
て
、
紀
大
臣
道
成
奉
行
し
て
建
立
す
と
傳
ふ
。
但
し
當
時
の
大
臣
に
紀
道
成
と
い
ふ
人
史
に

記
載
な
き
故
、
大
工
の
棟
梁
な
ど
の
名
な
ら
む
と
論
ず
る
人
も
あ
り
。
堂
舎
古
く
は
十
六
七
あ
り
、
寺
領
も
多
か
り

し
に
其
後
衰
へ
た
る
を
、
慶

長

中
淺
野
氏
燈
油
料
を
附
す
。
屋
上
の
鬼
瓦
に
天
授

元
年
は
紀
二
〇
三
五
・
後
亀
山

(
(

一
六
〇
〇
年
頃)

(

一

三

七

五

年

)

天
皇
の
頃

・
享
禄

元
年
は
紀
二
一
八
八
・
後
奈
良
天
皇
の
頃

等
の
年
號
あ
り
。

)
(

)
(

一

五

二

八

年

)

安
珍
清
姫
の
傳
説
は
、
安
珍
を
鞍
馬
山
の
僧
と
も

元
亨
釋
書

奥
州
白
河
の
僧
と
も
い
へ
り

縁
起

。

(
)

(
)

清
姫
は
西
牟
婁
郡
栗
栖
川
村
眞
砂
の
庄
司
清
次
の
寡
婦
な
り
。

姫
と
い
ふ
字
に
拘
は
り
て
處
女
の
如
く
傳
へ
ら
る
る

(

は
誤
な
ら
む
。
續
風
土
記
に
は
清
人
徐
葆
光
の
中
山
傳
言
録
中
の
鐘
魔
の
記
事
に
酷
似
す
と
し
て
そ
の
記
事
を
援
け

シ
ン

)

り
。
琉
球
の
事
件
な
り
。

(
)

鐘

魔

譯
文
拙
に
し
て
且
つ
誤
な
き
を
保
せ
ず

中
城
縣
姑
傷
村
の
農
家
陶
と
い
ふ
姓
の
も
の
に
兒
有
り
。
松
壽
と
名
づ
く
。
年
十
五
歳
白
晢
端
麗
な
り
。
首
里

に
至
っ
て
師
に
從
う
。
一
日
行
い
て
浦
漆
に
至
る
。
山
徑
の
中
昏
黒
に
向
ふ
。
一
竹
竿
を
持
し
地
を
點
を
し
て

●

行
く
。
燈
を
見
て
宿
を
求
む
。
乃
ち
一
獵
家
な
り
。
父
出
で
て
夜
獵
し
一
女
を
止
む
。
年
十
六
頗
る
妖
麗
な

り
。
留
め
宿
せ
し
め
て
之
を
挑
む
。
松
壽
衣
を
拂
っ
て
起
つ
。
女
羞
ぢ
且
つ
怒
り
獵
具
を
持
っ
て
松
壽
を
殺
さ

む
と
欲
す
。
松
壽
走
る
。
女
之
を
逐
ふ
。
山
曲
に
方
壽
寺
あ
り
主
持
の
僧
普
徳
頗
る
行
有
り
。
松
壽
奔
り
入
っ

て
救
を
乞
ふ
四
顧
隱
處
な
し
。
僧
之
を
大
鐘
の
内
に
伏
せ
、
三
徒
を
し
て
鐘
の
旁
を
守
ら
し
む
。
女
至
る
三
僧
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戯
れ
嬲
っ
て
之
を
逐
う
。
女
松
壽
を
得
ず
天
を
仰
い
で
癡
な
る
如
く
門
を
出
で
て
去
る
。
僧
鐘
を
啓
け
ば
聲
あ

り
。
女
還
り
奔
り
入
っ
て
方
に
惡
を
爲
な
さ
む
と
欲
し
、
忽
ち
披
髪
形
を
改
め
鐘
内
に
入
る
。
普
徳
諸
僧
と
鐘

を
繞
っ
て
之
を
咒
す
。
女
鐘
よ
り
倒
に
首
を
垂
れ
て
出
で
見
る
れ
ば
鬼
面
、
手
一
叉
諸
僧
を
下
撃
す
。
僧
咒
し

て
已
ま
ず
。
寺
外
大
雷
電
す
。
女
魔
と
化
し
て
走
り
出
で
在
る
所
を
知
ら
ず
。
是
百
年
前
國
中
の
事

云
々
。

女
自
鐘
倒
垂
首
出
見
鬼
面
手
一
叉
下
撃
諸
僧

の
大
譯
文
に
誤
あ
る
べ
し
。

(
)

道
成
寺
の
鐘
は
今
京
都
妙
満
寺
に
あ
り
と
い
ふ
。
土
生
村

今
千
津
と
い
ふ

の
住
人
源
萬
壽
丸
吉
田
頼
秀
の
鑄
と
こ

(
)

セ

ン

ヅ

ろ

正
平
十
四
年

紀
二
〇
一
九

故

障
あ
り
て
山
中
に
捨
て
た
り
し
を
、
天
正
の
兵
乱
に
轉
々
し
て
京
都
に
至
り
し

(
(

))
(

一

三

五

九

年
)

(

天
正
一
五
七
三
～
九
二)

も
の
と
い
ふ
。
萬
壽
丸
は
逸
見
氏
と
も
い
ふ
、
矢
田
莊
を
領
す
。

ヘ

ン

ミ

道
成
寺
の
建
立
は
文
武
の
慶
雲
年
間

元
年
は
紀
一
三
六
四

の
こ
と
な
り
。

(
)

(

七
〇
四
～
七
〇
八)

附
近
田
中
よ
り
銅
鐸
一
個
を
出
せ
り
。

【
上
田
秋
成
の
雨
月
物
語
に

小
松
原
の
道
成
寺
に
法
海
和
尚
と
て
貴
と
き
祈
り
師
お
は
す
、
今
は
老
て
室
の
外
に
も
出
で
ず
と
聞
け
ど
云

々
】

岩

内

御
幸
記
に
い
ふ

渡

河
参

い
は
う
ち
王
子

【
此
辺
の
小
家
に
入
る
重
輔
庄
云
々
】

レ

二

一

和
名
抄
に

日
髙
郡

岩
渕
郷

イ
ハ
ブ
チ

と
あ
る
を
、
續
風
土
記
に
今
の
寒
川
地
方
と
し
た
る
は
、
如
何
な
る
故
な
ら
む
。

『
岩
内
王
子
は
御
幸
記
の
頃
は
、
日
髙
川
岸
字
王
地
に
あ
り
し
も
の
と
推
定
す
。
後
世
大
洪
水
あ
り
て
社
地
標
歿
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(
)

後
、
字

田
端
に
營
興
す
。
近
世
の
岩
内
王
子
之
な
り
。
明
治
四
十
一
年
熊
野
神
社
に
合
祀
す

』

森

。

(

一

九

〇

八

年

)

(
)

熊

野

ユ
ヤ
の
訛
れ
る
な
る
べ
し

イ

ヤ

熊
野
權
現
は
古
昔
神
輿
田
辺
に
渡
御
す
。
後
丹
生
野
大
山
神
社
に
渡
御
す
と
い
ふ
。
徳
川
時
代
徑
寸
餘
の
白
玉
二
顆

・
古
鏡
二
面
・
太
刀
等
を
發
掘
る
し
た
る
こ
と
あ
り
。
寛
文
十
年

紀
二
三
三
〇

に
記
し
た
り
と
い
ふ
神
歌
は
殊
に

(
)

(

一

六

七

〇

年

)

有
名
な
り
。

熊
野
神
社
神
歌

は
つ
王
子
の
峯
の
細
道
ほ
そ
く
と
も
、
オ
オ
ほ
そ
く
と
も
、
つ
れ
だ
に
行
く
ば
車
路
と
せ
う

は
つ
王
子
の
峯
の
道
こ
そ
お
は
し
ま
せ

オ
オ
お
は
し
ま
せ

春
吹
上
の
ほ
で
の
寒
き
に

東
山
か
う
ら
う
の
峯
に
お
ぼ
れ
出

オ
オ
お
ぼ
れ
出
で

外
山
お
つ
る
ち
や
う
の
早
さ
よ

奥
山
や
大
峯
杉
に
そ
な
れ
出
で

オ
オ
そ
な
れ
出
で

峰
な
る
花
を
お
り
く
た
す
と
よ

朝
日
さ
す
夕
日
か
が
や
く
熊
野
山

オ
オ
熊
野
山

い
づ
れ
も
だ
け
に
雲
や
か
か
ら
む

○

筑
紫
舟
の
ぼ
る
と
き
け
ば
紅
つ
け
て

オ
オ
紅
粉
つ
け
て

歯
黒
め
さ
れ
て
出
て
す
き
あ
ら

や
は
た
王
子
を
宮
と
は
申
せ
ど
も
西
は
海

オ
オ
西
は
海

東
は
な
ぎ
さ
御
前
ま
し
ま
す

鷹
の
子
は
い
づ
く
か
す
み
か
丹
生
の
山

オ
オ
丹
生
の
山

今
お
り
居
所
は
耳
鳴
の
宮

ま
ろ
た
ち
は
揃
ゆ
る
折
は
深
山
な
る

オ
オ
深
山
な
る

大
黒
小
黒
も
お
し
か
ら
ず

日
の
御
子
は
日
の
山
か
ら
ぞ
お
は
し
ま
す

オ
オ
お
は
し
ま
す

帶
劔
と
き
て
今
ぞ
ま
し
ま
す

こ
の
里
の
山
中
に
て
、
さ
る
武
士
の
大
蛇
を
退
治
し
た
る
傳
説
あ
り
。

天

田
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建
暦
文
書
に

薗
寶
郷
。

雨
は
甘
田
、
亀
石
、
富
嶋
を
限
る
』
と
あ
り
。

○

○

鹽

屋

【
御
幸
記
に

山
を
超
え
て
塩
屋
王
子
に
参
る
、
こ
の
辺
又
勝
地
、
祓
あ
り

云
々

】
。

靈
異
記
に
い
ふ

紀
伊
國

潮

に
、
紀
萬
侶
朝
臣
と
い
へ
る
人
あ
り
。
網
を
結
び
て
魚
を
と
る
こ
と
を
業
と
す
る

云
々
。

み
な
と

事
は
宝
亀
六
年

紀
一
四
三
五

な
り
。
茲
に

潮

と
は
鹽
屋
の
こ
と
な
ら
む
と
い
ふ
。

(
)

(

七

七

五

年

)

み
な
と

道
成
寺
縁
起
に
は
潮
く
む
海
人
の
圖
を
画
き
て

『
茲
は
鹽
屋
と
い
ふ
と
こ
ろ
』
云
々
と
あ
り
。

、

鹽
屋
王
子
は
、
白
河
法
皇
熊
野
御
幸
の
砌
、
草
枕
を
結
び
て
歌
會
を
開
か
れ
し
と
こ
ろ
。
御
所
の
芝
と
て
、
今
社
内

に
遺
跡
あ
り
。
大
塔
の
宮
熊
野
に
落
ち
さ
せ
給
ふ
時
も
、
社
前
に
て
御
祈
誓
あ
り
。
寛

政

の

頃
美
人
王
子
と
い
ふ

(

一
七
八
九
～
一
八
〇
一
年)

と
ぞ
。

○

(
)

思
ふ
こ
と
汲
み
て
か
な
ふ
る
神
な
れ
ば
塩
屋
に
跡
を
た
る
る
な
り
け
り

千
載
集

後
二
條
内
大
臣

白

河

院

御

幸

の

時

(
)

立
ち
の
ぼ
る
鹽
屋
の
烟
浦
風
に
な
び
く
を
神
の
心
と
も
が
な

徳
大
寺
左
大
臣

白

河

院

御

幸

の

時

(
)

い
さ
り
火
の
光
に
か
は
る
烟
か
な
灘
の
塩
屋
の
夕
ぐ
れ
の
空

藤
原

家
隆

正
治
御
幸
の
時

切
目
に
て

(
)

沖
つ
風
鹽
屋
の
う
ら
を
ふ
く
か
ら
に
の
ぼ
り
も
や
ら
ぬ
夕
げ
む
り
か
な

夫
木
抄

第
三
皇
子

(
)

こ
と
と
は
む
し
ほ
や
の
里
に
住
む
あ
ま
も
わ
が
ご
と
か
ら
き
も
の
や
思
ふ
と

宗
尊
親
王

(
)

う
し
や
今
し
ほ
や
と
き
く
も
所
が
ら
か
ら
き
旅
路
に
ゆ
き
な
や
む
身
は

似

雲
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(
)

う
ち
た
え
て
や
か
ぬ
し
ほ
や
の
浦
人
は
月
に
煙
や
い
と
ひ
は
て
け
む

(
)

ま
ゆ
に
ほ
ふ
遠
山
あ
を
し
春
の
海

宗

祇

野

島

熊
野
遊
記
に
『
天

正

年

中

元
年
は
紀
二
二
三
三

和
泉
淡
輪
村
梶
原
一
黨

海
賊
と
な
り
て
紀
州
に
て
上
野
・
野
島

(
)

(

一
五
七
三
～
一
五
九
二)

に
て
山
伏
を
殺
し

云
々
』

山
臥
塚
は
十
三
塚
と
も
い
ふ
。
古
昔
出
羽
國
羽
黒
山
の
山
伏
、
熊
野
に
詣
で
む
と
し
て
こ
の
地
を
す
ぎ
け
る
に
、
阿

波
國
海
賊
あ
ま
た
上
陸
し
て
其
山
伏
を
悉
く
殺
害
し
、
旅
用
の
資
財
を
う
ば
ひ
と
り
た
り
。
里
人
十
三
人
の
死
骸
を

分
ち
葬
り
、
又
海
賊
等
を
亡
ぼ
し
、
そ
の
賊
等
の
屍
を
も
合
葬
し
千
人
塚
と
い
ふ
。
こ
の
地
海
を
隔
て
て
阿
波
の
鍬

八
丁

ク
ハ
ッ
チ
ャ
ウ

に
相
對
せ
り
。
細
雨
陰
惨
た
る
夜
鍬
八
丁
の
方
に
あ
た
り
て
、
陰
火
の
燃
ゆ
る
こ
と
あ
る

(
)

は
、
海
賊
の
妄
念
な
り
と
傳
ふ
。

○

古
墳
の
あ
と
二
あ
り
。

○

(
)

あ
が
ほ
り
し
野
島
は
み
し
を
底
ふ
か
き
阿
胡
根
の
浦
の
珠
ぞ
拾
は
ぬ

萬

葉

集

ヌ

シ

マ

右
は
紀
伊
に
関
す
る
歌
と
し
て
野
島
と
せ
ら
れ
居
れ
ど
い
か
が
あ
ら
む
。
こ
の
辺
の
地
を
名
田
と
い
ふ
は
灘
の
意
な

る
べ
し
。

上

野

湯
川
直
光
の
麾
下
に
、
湊
上
野
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
上
野
に
城
く
。
後
河
内
に
戰
死
す
。
堂
の
谷
の
墓
は
そ
れ
な
ら
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む
と
い
ふ
。

【
御
幸
記

次
に
上
野
王
子

野
徑
な
り
云
々
】

○

(
)

昔
見
し
野
原
は
里
と
な
り
に
け
り
數
ふ
る
民
の
ほ
ど
ぞ
知
ら
る
る

續
古
今

入
道
前
太
政
大
臣

(
)

い
く
潮
か
由
良
の
港
を
こ
ぎ
い
で
ぬ
上
野
の
鹿
の
ど
よ
む
な
り
け
り

夫
木
集

覺
講
法
師

(
)

秋
風
に
上
野
の
す
す
き
う
ち
な
び
き
ほ
の
め
か
し
つ
る
か
ひ
も
あ
ら
な
む

清

輔

【
御
幸
記

次
ニ
ツ
イ
ノ
王
子
】

津

井

印

南

【
御
幸
記

次
に
イ
カ
ル
カ
王
子
に
参
る
云
々
】

富
王
子
は
御
幸
記
に
伊
加
留
賀
王
子
之
な
り
と
。
大
塔
宮
南
都
般
若
寺
を
落
ち
て
熊
野
に
入
ら
せ
た
ま
う
時
、
こ
の

宮
に
通
夜
し
て
、
行
く
末
を
祈
ら
る
と
い
ふ
。

土
俗
東
宮
さ
ん
と
い
ふ
は
、
大
塔
宮
を
祀
れ
る
が
ご
と
し
、
と
い
ふ
。

切

目

【
御
幸
記

次
に
切
部
王
子
に
參
る
云
々

此
宿
所
に
於
て
塩
垢
離
か
く
、
海
を
眺
望
す
る
に
甚
雨
に
あ
ら
ざ
れ
ば
興
あ
る
べ

き
と
こ
ろ
な
り

云
々
】

【
御
幸
記
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十
二
日
云
々

切
部
中
山
王
子
に
参
る
】

平
治
物
語
に
藤
原
信
西

道
憲

が
切
目
王
子
社
前
に
て
相
人
に
あ
ひ
路
上
に
首
を
さ
ら
す
相
あ
り
と
告
げ
ら
れ
た
る

(
)

こ
と
見
ゆ
。
又
平
清
盛
熊
野
參
参
詣
の
途
に
て
、
信
頼
・
義
朝
の
變
を
き
き
こ
の
社
前
よ
り
急
ぎ
都
に
か
へ
り
し
こ

と
見
ゆ
。

元
弘
の
乱
に
は
護
良
親
王
十
津
川
に
入
り
給
は
む
と
し
て
、
こ
の
社
殿
に
て
一
夜
を
あ
か
し
た
ま
ひ
、
神
明
の
感
應

あ
り
し
こ
と
太
平
記
に
見
ゆ
。

由
良
の
湊
を
見
わ
た
せ
は
沖
こ
ぐ
船
の
楫
緒
絶
え

浦
の
濱
木
綿
い
く
へ
も
と
も
知
ら
ぬ
浪
路
に
鳴
く
千
鳥
、

紀
伊
路
の
山
々
渺
茫
と
、
和
歌
吹
上
を
よ
そ
に
み
て
、
月
に
み
が
け
る
玉
津
島
、
光
も
今
は
さ
ら
で
だ
に･

･
･
･
･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

雨
を
含
め
る
孤
村
の
樹
、
夕
を
告
ぐ
る
遠
寺
の
鐘
あ
は
れ
を
催
す
。
折
し
も
あ
れ
切
目
の

王
子
に
着
き
た
ま
ふ
。
そ
の
夜
は
叢
詞
祠
の
露
に
御
袂
を
か
た
し
き
夜
も
す
が
ら

云
々

●

切
目
王
子
社
の
竹
柏

椰

の
葉
は
熊
野
參
詣
の
も
の
必
ず
こ
れ
を
挿
頭
と
す
。
天

正

の

頃
此
社
兵
火
に
か
か
り
て

(
)

か

ざ

し

(

一
五
七
三
～
一
五
九
二
年)

神
寶
等
焼
失
し
た
る
を
、
其
後
あ
る
比
丘
尼
再
興
す
。
寛
文
二
年

紀
二
三
二
二

官
に
よ
り
、
竹
柏
・
楓
等
を
植
ゑ

(
)

(

一

六

六

二

年

)

て
神
位
を
も
寄
せ
た
り
。

保
元
物
語

鳥
羽
法
皇
熊
野
御
幸
の
條
に

日
頃
の
御
參
詣
に
は
天
長
地
久
に
事
よ
せ
て
切
目
王
子
の
竹
柏
の
葉
を
百
度
千
た
び
か
ざ
さ
む
こ
と
こ
そ
思
し

召
さ
れ
し
に

云
々

平
家
物
語
に
も
こ
の
こ
と
見
ゆ

御
所
屋
敷
は
社
地
の
東
北
四
十
間
許
に
あ
り
、
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
の
時
の
御
跡
な
る
如
し
。

(
)

切
目
山
ゆ
き
か
ふ
道
の
朝
が
す
み
ほ
の
か
だ
に
も
妹
に
あ
は
ざ
ら
む

萬

葉

集

【
覉
中
聞

浪

野
徑
月
明
】

レ

う
ち
も
ね
ず
と
ま
や
に
浪
の
よ
る
の
こ
ゑ
誰
を
と
松
の
風
な
ら
ね
ど
も

【

藤
原

定
家

】

(
)

？

？

(
)

ふ
る
さ
と
は
ま
た
し
ぐ
る
ら
し
ま
さ
き
ち
る
み
や
ま
の
あ
ら
れ
色
か
は
る
な
り

藤
原

家
隆
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○

【
切
目
懐
紙

藤
原

道
光
】岩

代

齊
明
天
皇
の
四
年

紀
一
三
一
八

天
皇
牟
婁
の
温
泉
に
行
幸
中
、
留
守
中
の
有
馬
皇
子
叛
を
は
か
り
し
が
、
蘇
我
赤

(
)

(

六

五

八

年)

兄
の
爲
に
告
げ
ら
れ
、
と
ら
へ
ら
て
紀
伊
に
送
ら
る
。
途
中
岩
代
に
て
御
詠
あ
り
。

磐
白
磯
の
濱
松
ヶ
枝
を
ひ
き
む
す
び
ま
さ
き
く
あ
ら
ば
又
か
へ
り
み
む

こ
れ
よ
り
歌
枕
の
地
と
な
る
。
皇
子
は
湯
崎
に
て
中
大
兄
皇
子
の
訊
問
に
あ
づ
か
り
、
歸
途
藤
白
の
阪
に
て
斬
ら

る
。
蓋
し
天
皇
の
紀
伊
よ
り
か
へ
り
た
ま
へ
し
は
翌
年
三
月
な
れ
ば
、
一
旦
護
送
し
て
又
還
し
た
る
な
る
べ
し
。

ケ
ダ

地
名
辞
書
は
藤
白
を
以
て
磐
白
の
誤
な
ら
む
と
し
た
り
。

【
御
幸
記

次
に
濱
に
出
で
磐
代
王
子
に
参
る
此
所
御
小
養
御
所
た
り
、
入
御
な
し

、
此
参
拜
の
板
毎
度
御
幸
人
數

、

を
注
せ
ら
る
、
先
例
な
り
と
云
々
。
上
世
権
北
面
寛
快
已
下
三
人

云
々
】

○

(
)

磐
白
の
濱
松
ヶ
枝
を
ひ
き
む
す
び
ま
さ
き
く
あ
ら
ば
又
か
へ
り
み
む

萬
葉
集

有
馬
皇
子

(
)

家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を
草
ま
く
ら
旅
に
し
あ
れ
ば
椎
の
葉
に
も
る

萬
葉
集

有
馬
皇
子

ケ

イ
ヒ

(
)

こ
と
い
た
く
ば
か
も
か
く
せ
む
を
岩
代
の
野
べ
の
下
草
我
し
か
り
て
ば

萬

葉

集

(

ま

て

と

思

ふ

を

)

(
)

君
が
代
も
我
が
世
も
知
ら
む
岩
代
の
岡
の
草
根
を
い
ざ
結
び
て
な

萬

葉

集

カ
ヤ

(
)

わ
が
せ
こ
は
か
り
ほ
つ
く
ら
す
か
や
な
く
ば
小
松
が
下
の
草
を
か
ら
さ
ね

萬

葉

集

(
)

岩
代
の
野
中
に
立
て
る
結
び
松
心
も
と
け
ず
古
思
う
ほ
ゆ

萬

葉

集

(
)

後
み
む
と
君
が
結
べ
る
岩
代
の
小
松
が
う
れ
を
又
見
け
む
か
も

萬

葉

集
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(
)

た
ま
き
は
る
命
は
し
ら
ず
松
が
枝
を
結
ぶ
心
は
長
く
と
ぞ
思
ふ

萬

葉

集

(
)

八
千
草
の
花
は
う
つ
ら
ふ
常
盤
な
る
松
の
さ
え
だ
を
我
は
結
ば
む

萬

葉

集

(
)

白
浪
の
濱
松
ヶ
枝
の
た
む
け
草
い
く
よ
ま
で
に
か
年
の
へ
ぬ
ら
む

川
島
皇
子

(
)

い
は
し
ろ
の
岸
の
松
ヶ
枝
む
す
び
け
む
人
は
か
へ
り
て
又
み
け
む
か
も

長
忌
寸
意
吉
磨

(
)

つ
ば
さ
な
す
あ
り
が
よ
ひ
つ
つ
見
ら
め
ど
も
人
こ
そ
し
ら
ね
松
は
し
る
ら
む

山
上
憶
良

(
)

た
の
み
こ
し
し
る
し
も
い
か
が
岩
代
の
野
中
の
松
に
結
ぶ
う
ら
み
を

後
鳥
羽
院
御
集

(
)

ゆ
く
す
ゑ
は
今
い
く
よ
と
か
い
は
し
ろ
の
岡
の
か
や
ね
に
枕
む
す
ば
む

新
古
今
集

弐
子
内
親
王

(
)

岩
代
の
玉
松
ヶ
根
の
石
井
筒
む
す
べ
る
か
げ
を
又
む
す
ぶ
か
な

鴨

長
明

【
い
ほ
ぬ
し

増
基
法
師

い
は
し
ろ
の
野
に
ね
た
る
夜
あ
る
様
あ
る
べ
し

石
代
の
も
り
尋
ね
て
と
い
は
せ
ば
や
い
く
夜
か
松
は
む
す
び
始
め
し
】

○

こ
の
地
に
し
と
と
の
藪
と
い
ふ
と
こ
ろ
あ
り
て
、
神
武
天
皇
御
上
陸
の
地
と
つ
た
ふ
と
い
ふ
。

○

○

○

○

○

(
)

セ
ン
リ
の
は
ま

千
里
の
濱

(
)

チ
サ
ト
の
は
ま

枕
草
子

百
八
十
四
段

に

(
)

濱
は
卒
都
の
濱
、
吹
上
の
濱
、
長
濱
、
打
出
の
濱
、
諸
寄
の
濱
。
千
里
の
濱
こ
そ
廣
う
思
ひ
や
ら
る
れ
。

伊
勢
物
語

七
十
七
段

に

(
)

三
條
の
大
行
幸
せ
し
時

紀
の
國
千
里
の
濱
に
あ
り
け
る
い
と
面
白
き
石
奉
れ
り
き

云
々
。

太
平
記
に
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元
弘
元
年
七
月
三
日
大
地
震

紀
伊
國
千
里
ヶ
濱
干
潟
と
な
る
こ
と
一
里

云
々
。

(

一

三

三

一

年

)

【
御
幸
記
に

是
よ
り
又
先
陣
千
里
の
濱
を
過
ぐ
こ
の
處
一
町
許
千
里
王
子
に
参
る

云
々

】
。

○

(
)

末
遠
き
千
里
の
濱
に
日
は
く
れ
て
秋
風
お
く
る
岩
代
の
松

夫
木
抄

寂
恵
法
師

(
)

見
渡
せ
ば
千
里
の
濱
の
外
ま
で
も
尚
た
ち
あ
ま
る
春
が
す
み
か
な

淨

忠

(
)

雪
に
の
み
う
つ
り
は
て
ぬ
る
心
か
な
千
里
の
濱
に
す
め
る
月
影

源

通
光

(
)

雪
ま
も
る
千
里
の
濱
の
月
か
げ
は
雲
に
し
ら
れ
て
ふ
ら
ぬ
白
雪

藤
原
定
家

(

ゆ)

(
)

遠
妻
を
と
ふ
や
千
里
の
濱
ち
ど
り
さ
そ
な
く
る
し
き
夜
な
よ
な
の
こ
ゑ

牡

丹

花

海
蝕
洞
あ
り
千
尋
洞
と
名
づ
く
。
第
三
紀
砂
岩
の
波
浪
に
よ
り
て
侵
蝕
貫
通
せ
し
も
の
な
り
。

南

部

み

な

べ

古
書
に
三
鍋
の
字
を
宛
て
、
又
中
世
御
南
部
莊
と
い
へ
り
と
い
ふ
。
古
の
部
曲
称
御
名
代
、
御
名
部
の
民
な
ど
い
ふ

語
に
関
係
あ
ら
む
か
と
い
ふ
人
あ
り
。

古
事
記
開
化
天
皇
の
條
に

豊
波
豆
羅
和
氣
王
者
御
名
部
造
之
祖

と
あ
る
を
地
名
辞
書
に
茲
な
る
べ
し
と
せ
り
。

【
い
ほ
ぬ
し

増
基
法
師

ち
か
の
浦
に
て
こ
い
し
ひ
ろ
ふ
と
て

う
つ
浪
に
ま
か
せ
て
を
み
む
我
拾
ふ
は
ま
ま
の
數
に
人
も
ま
さ
ら
じ
】

【
い
ぬ
ほ
し

増
基
法
師
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み
な
べ
の
濱
に
て
知
り
た
る
人
の
み
や
ま
よ
り
か
え
る
に
あ
ひ
ぬ

云
々
】

今
昔
物
語
に

今
は
昔
天
王
寺
に
住
む
僧
あ
り
け
り
。
名
を
ば
道
公
と
い
ふ
。
熊
野
に
詣
で
紀
伊
國
美
奈
部
郷
の
海
辺
を
ゆ
く

程
に
日
暮
れ
ぬ
。
然
れ
ば
そ
の
と
こ
ろ
に
大
な
る
樹
の
下
に
宿
す
。
夜
明
け
ぬ
れ
ば
樹
の
下
を
廻
り
見
る
に
道
祖

神
を
造
り
た
る
あ
り
。
其
形
旧
り
朽
ち
て
多
く
の
年
月
を
經
た
り
見
ゆ
。
男
の
形
の
み
あ
り
て
女
の
形
は
な
し
。

前
の
板
に
か
き
た
る
繪
馬
あ
り
。
足
の
所
破
れ
た
り
。
道
公
そ
の
繪
馬
の
足
の
所
の
や
ぶ
れ
た
る
を
糸
を
以
て
綴

り
本
の
如
く
置
き
つ
ゝ
。
道
公
そ
の
日
止
ま
っ
て
尚
樹
の
本
に
あ
り
。
夜
半
ば
か
り
に
年
老
い
た
る
翁
來
れ
り
。

誰
人
と
不
知
。
道
公
に
向
っ
て
拜
し
て
云
く
。
昨
日
駄
の
足
を
療
治
し
た
ま
へ
る
に
よ
っ
て
行
疫
神
を
の
せ
送
り

ぬ
。
尚
草
木
の
枝
を
も
っ
て
小
さ
き
柴
の
舟
を
造
っ
て
、
わ
が
木
像
を
の
せ
て
海
の
上
に
浮
べ
て
給
へ
、
と
て
掻

消
つ
や
う
に
失
せ
ぬ
。
道
公
道
祖
の
言
に
随
っ
て
、
忽
ち
に
舟
を
作
り
て
海
上
に
放
ち
浮
ぶ
。
其
時
に
風
不
立
波

不
動
し
て
柴
舟
南
を
さ
し
て
走
り
去
る
と
な
む

傳
へ
た
る
。

【
御
幸
記
に

次
に
三
鍋
王
子
に
参
る
】

○

中
古
愛
州
氏
の
領
た
り
。

こ
の
附
近
及
上
南
部
等
よ
り
銅
鐸
の
出
づ
る
も
の
既
に
四
。

○

大
寶
元
年

紀
一
三
六
一

太
上
天
皇

持
統

大
行
天
皇
幸
紀
伊
國
時
歌

(
)

(
)

(

七

〇

一

年

)

(
)

み
な
べ
の
浦
潮
な
み
ち
そ
ね
鹿
島
な
る
釣
り
す
る
あ
ま
を
見
て
か
へ
り
こ
む

萬

葉

集

(
)

紀
の
海
の
堺
の
浦
の
沖
つ
藻
を
春
の
ひ
ぐ
ら
し
か
づ
く
あ
ま
人

頼

尋

(
)

夏
と
秋
と
さ
か
ひ
の
浦
の
松
風
に
か
た
へ
す
ず
し
く
寄
す
る
白
浪

圓

曾

【
熊
代
繁
里
、
山
内
繁
樹
は
こ
こ
の
産
な
り
】
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(
)

【
山
内
繁
賢
の
安
政
津
浪
の
記
あ
り
】

★
宝
永
の
津
浪
で
は
？

SIM
IA
K
I

★

(
)

高
津
尾
附
近
の
小
字
名
な
り

小

原

長

瀧

コ

バ

ラ

ナ

ガ

タ

キ

(
)

今
中
木
と
い
ふ
地
な
ら
む
と
い
ふ

○

○

享
保

元
年
は
紀
二
三
七
六

の
頃
吉
澤
あ
や
め
あ
り
、
こ
の
地
の
出
身
な
り
と
い
ふ
。
女
形
役
者
と
し
て
名
を
三
都

(
)

(

一

七

一

六

年

～
)

○

○

○

○

○

(
)

に
知
ら
る
。

吉
澤
あ
や
め
は
數
代
あ
り
、
こ
の
人
は
何
代
目
な
ら
む
か

川

上

日
髙
川
上
流
地
方
を
中
世
川
上
莊
と
い
ふ
。
川
上
采
女
と
い
ふ
も
の
和
佐
城
に
居
り
て
之
を
治
む
。

玉
置
氏
攻
め
て
之
を
殺
し
そ
の
邑
を
奪
ふ
。
野
口
よ
り
福
井
ま
で
、
並
に
有
田
郡
津
木
村
を
領
す
。

寛
永
の
檢
地
一
萬
五
六
千
石
ば
か
り
な
り
。

(

一
六
二
四
～
一
六
四
四)

玉
置
氏
の
祖
を
蔦
島
十
郎
資
平
と
い
ふ
。
壽

永

の

頃

元
年
は
紀
一
八
四
二

熊
野
山
中
に
の
が
れ
玉
置
山
社
人
と

(
)

(

一
一
八
二
～
一
一
八
五
年)

な
る
。
承
久
以
後
鎌
倉
の
家
人
と
な
り
玉
置
氏
を
名
の
る
。
五
世
の
孫
盛
髙
大
塔
宮
熊
野
に
入
り
た
ま
ふ
を
拒
み
、

(

一

二

一

九

年

)

戰
へ
る
こ
と
太
平
記
に
見
ゆ
。
湯
川
家
と
は
姻
戚
の
間
柄
な
り
。
後
豊
臣
秀
長
に
属
す
。
然
る
に
禄
少
き
を
以
て
髙

野
に
入
り
仙
光
院
上
人
と
称
す
。
秀
吉
、
玉
置
は
忠
功
の
も
の
な
れ
ば
目
を
か
け
よ
と
助
言
、
即
ち
之
を
召
す
。
依

て
還
属
す
。
後
尾
張
家
に
属
す
。
そ
の
被
官
は
藤
堂
大
學
に
属
す
。

神

場

正

徳

年

間

元
年
は
紀
二
三
七
一

愛
川
の
遍
照
寺
の
僧
順
栄
と
い
ふ
も
の
、
始
め
て
此
地
の
嶽
間
の
水
に
硫
黄
の

(
)

(

一
七
一
一
～
一
七
一
六
年)
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氣
あ
る
を
知
り
、
汲
み
と
り
て
湯
と
し
、
客
室
を
も
作
り
た
り
と
。

阿

田

木

權

現

社
の
建

保

縁

起
奥
書
に

(
一
二
一
三
～
一
二
一
九
年)

熊
野
大
神
出
雲
よ
り
神
宮
に
遷
坐
の
後
、
數
世
を
經
て
延
喜
二
十
二
年
日
髙
川
の
上
大
原
峯
に
う
つ
り
給
ふ
。

(

九

二

二

年

)

(
)

後
七
年
延
長
六
年
に
阿
田
木
原
に
出
現
す

云
々
。

詳
し
く
は
紀
州
名
所
圖
會
参
照

(
九

二

八

年

)

矢

筈

嶽

山
中
に
鷲
川
の
瀧
あ
り

(
)

あ
ら
鷲
の
天
雲
は
ぶ
く
風
は
や
み

岩
切
る
瀧
の
音
ど
よ
む
な
り

加
納

諸
平

寒

川

續
風
土
記
に
い
ふ
。

寒
川
氏
此
地
居
住
・
檢
地
千
石
計
、
秀
吉
征
伐
の
時
内
通
す
。

山

路

昔
は
山
地
と
書
く
。
山
路
は
明
治
以
降
の
町
村
名
な
り
と
。
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山
地
氏
東
村
に
居
住
す
。
今
髙
千
二
三
百
石

秀
長
征
伐
の
時
引
請
け
宮
代
山
に
て
一
戰
し
伊
藤
甲
斐
守
を
討
つ
。

後
諸
方
の
討
手
に
よ
り
破
ら
る
。

山
地
氏
は
玉
置
氏
の
一
族
に
し
て
、
そ
の
宅
趾
は
東
村
に
あ
り
。
按
ず
る
に
弘

安

の

頃
に
玉
置
庄
司
盛
髙
あ
り
、

(

一
二
七
八
～
一
二
八
八
年)

子
な
し
。
左
衞
門
尉
藤
直
光
を
以
て
家
督
と
し
所
領
を
譲
る
。
直
光
三
子
あ
り
、
長
は
玉
置
山
の
別
當
を
つ
ぎ
、
次

子
・
三
子
は
日
髙
郡
川
上
莊
・
日
髙
郡
山
地
莊
の
二
所
を
畧
有
し
て
別
當
と
な
る
。

天

正

年

中
に
亡
び
し
か
。

(

一
五
七
三
～
一
五
九
二
年)

鶴
ヶ
城
は
山
地
氏
の
居
城
な
り
。

○

文
久
三
年
天
誅
黨
の
乱
に

(

一

八

六

三

年

)

(
)

水
郡

長
雄

仝
長
男
英
太
郞

吉
田
重
藏

筑
前

(
)

(
)

河
内
の
人

三
十
九
歳

十
三
四
才

(
)

(
)

(
)

石
川

一

因
幡

原
田

亀
太
郎

備
中

保
母

健

備
前

(
)

(
)

田
中
楠
之
助

河
内

辻

幾
之
助

河
内

等
九
月
二
十
一
日
紀
州
山
地
奥
丹
生
ノ
川
の
菅
野
に
來
る
。
北
折
し
て
山
を
越
え
二
十
二
日
龍
神
小
又
川
に
達
す
。

ス

ガ

ノ

意
を
決
し
て
そ
の
営
に
自
首
す
る
。
應
接
方
吉
本
俉
助

任

之
を
農
夫
喜
助
の
倉
に
収
容
す
。

(
)

タ
モ
ツ

倉
の
壁
板
に
か
き
つ
け
た
る
歌

(
)

皇
國
の
爲
め
に
と
盡
す
誠
心
は
神
ぞ
し
る
ら
む
知
る
人
ぞ
知
る

水
野
長
義

又
六
十
六
部
遍
路
人
に
托
し
故
郷
の
母
へ

秋
の
野
に
露
と
け
ぬ
べ
き
命
と
も
知
ら
で
や
人
の
我
を
ま
つ
ら
む

ま
た
長
男
英
太
郞
の
傷
を
い
た
は
り
く
る
る
紀
藩
士
等
の
情
を
謝
し
て

鬼
神
も
お
そ
れ
ざ
れ
し
が
ま
こ
と
あ
る
人
の
情
に
袖
ぬ
ら
し
け
り

○

明
治
維
新
前

田
中
光
顕
伯
ら
こ
の
地
丹
生
の
川
千
葉
家
に
か
く
ま
は
れ
し
こ
と
あ
り
と
い
ふ
。
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慶
應
元
年
正
月
二
十
八
日
來
寓
、
居
る
こ
と
二
ヶ
月
余
。

(

一

八

六

五

年

)

月
夜
前
年
辞
故
國

花
朝
今
歳
臥
他
郷

(
)

田
中
光
顕

一
聲
老
玃
粛
然
處

欲
断
男
児
鉄
石
膓

龍

神

祇
園
海
南
に
龍
泉
紀
行
あ
り
。
土
傳
に
元

和

の

頃

元
年
は
紀
二
二
七
五

国
主
の
命
に
よ
り
て
浴
室
を
造
る
と
い

(
)

(

一
六
一
五
～
一
六
二
四
年)

ふ
。
湯
は
梅
毒
に
神
効
あ
り
と
い
ふ
。

護
摩
壇
は
平
維
盛
身
の
浮
沈
を
卜
す
べ
く
、
こ
こ
に
て
ゴ
マ
を
焚
き
し
な
り
と
い
ふ
。
標
髙
一
三
七
〇
米
。
紀
州
の

最
髙
峯
な
り
。
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本
書
は
松
原
村
吉
原
の
人

田
端
憲
之
助
の
編
す
る
処

昭
和
十
一
年
五
月
頃
成
り
し
も
の
よ
り

余
、
芝
口
常
楠
氏
の

許
に
て
是
を
見

即
ち
田
端
氏
に
請
い
て
贈
ら
れ
し
も
の

書
中
の
書
込
み
は
田
端
氏
の
も
の
な
り

あ

と

が

き

ど
う
し
た
わ
け
か
『
日
髙
郡
古
記
ぬ
き
が
記
』
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
抜
か
っ
て
い
た
。
も
っ
と
早
く
見
つ
か
っ
て

読
ん
で
い
た
ら
、
今
ま
で
の
活
字
化
に
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
思
う
。

昭
和
の
初
め
と
現
在
で
は
学
説
も
著
し
く
替
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
。
こ
の
小
冊
子
一
冊
あ

れ
ば
、
標
題
の
通
り
日
髙
の
古
記
が
殆
ど
判
る
書
で
あ
る
。

原
本
は
謄
写
版
印
刷
で
、
父
の
後
書
き
に
も
あ
る
通
り
各
所
に
毛
筆
書
で
書
込
が
あ
り
、
書
込
み
は
【
】
で
囲

ん
だ
。
年
号
に
付
け
た
西
暦
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
に
ル
ビ
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十

二
〇
〇
八

年
四
月
四
日

(
)
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清

水

章

博


